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第１章 事業概要 

１．事業概要

事業名：岡山県をモデルとした中核的デニム・ジーンズクリエイター地域版学び直し教育

プログラム開発と実証

区 分：職域プロジェクト

所 属：ＩＴ分野産学コンソーシアム

構成機関

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名

学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校
実施・開発・

実証
岡山県

学校法人山本学園 専門学校山形 カレッジ 実施 山形県

倉敷ファッションカレッジ 実施・開発 岡山県

久留米大学 文学部 実施・実証 福岡県

中国短期大学 実施・実証 岡山県

カイハラ株式会社 実施・実証 広島県

美東有限会社 実施 岡山県

有限会社 馬野 実施 岡山県

有限会社繊維流通研究会 実施・開発 大阪府

倉敷ファッション研究所 実施・開発 岡山県

日本ジーンズ協議会
実施・開発・

実証
岡山県

岡山県アパレル工業組合 協力・助言 岡山県

有限会社ザ・ライスマウンド
実施・開発・

実証
東京都

一般社団法人全国専門学校情報教育協会 実施 東京都
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事業の実施体制図（イメージ）

職域プロジェクト A
岡山県をモデルとしたデニム・ジーンズ地域版学び直し事業

実施委員会 

実証委員会

事業方針策定、各委員会の進捗管理、予算執行管理、課題の検討、

成果の活用・普及

マーケティング・マネジメント実証講座企画実施

生産管理（生産効率・環境対応）実証講座企画実施

産地コラボレーションの企画・運営。

開発委員会

地域版学び直し講座コンテンツ・演習課題の開発

生産管理（生産効率・環境対応）開発
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２．事業の内容等

２－１．事業の目的・概要

①目的・概要

アジア新興国等の生産技術の向上により、繊維製品の国際的な競争が激化している。ジャパンデ

ニム・ジーンズの競争力を維持・発展するため、新たなグローバル戦略の構築が求められている。

本事業は、国内デニム・ジーンズの生産拠点である岡山県をモデルに産業界の求める中核的専門

人材養成の地域版学び直し教育プログラムの調査研究・開発・実証を行い、中核的デニム・ジーン

ズクリエイターの養成を推進する。

②養成する人材像

日本のものづくり産業としてのデニム・ジーンズアパレルが、新たな価値を創造し、進展する国際

分業体制でのポジションと期待される役割を担うことのできるデニム・ジーンズクリエイター

※職業人としての知識・能力・素養、服飾系専門知識・技術、デニム・ジーンズ専門知識・技術、マ

ーケティング力、マネジメント力、ものづくり現場力等の総合力を有する人材

２－２．事業の実施意義や必要性について

① 当該分野における人材需要等の状況、それを踏まえた事業の実施意義 

アジア新興国等において CAD／CAM等の生産工程のデジタル化が進展し、繊維・アパレ

ル製品の高品質の生産が可能となった。日本のデニム・ジーンズ産業は、生産工程の付加価

値や品質・価格の競争力が低下し、企画・開発等、生産工程以外から付加価値の創造が必要

になっている。 

また、従来国内需要を中心に戦略を展開していた日本のアパレル産業は、アジア新興国の

経済成長の結果、アジア新興国や西欧圏をマーケットとした製品を提供する必要性が増加し、

グローバル化に対応した新たな戦略構築が必要となっている。   

ファッション市場規模（出展：平成２５年度クールジャパンの芽の発掘・連携促進事業

調査報告書） 

中華圏は 2020年までに 60兆円拡大し、113兆円の世界最大の市場へと成長 

東南アジア圏は大きく成長するも 2020年時点で 8兆円程度にとどまり、規模は限定的 

北米圏は堅調に成長。2020年までに 10兆円拡大し、63兆円の市場規模に 

西欧圏は 2020年時点で 40兆円と一定の市場規模があるものの、成長は限定的 
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岡山県は、アパレルほか織布、染色加工、縫製など川上から川下までの業種が集積してい

る地域であるが、アジア新興国等の台頭により、生産工程の海外移転（空洞化）、安価な輸

入製品の増加、商社への依存度が高く海外の販路開拓が進んでいないなど多くの課題を抱え

ている。課題を解決するためには、企画・開発工程における差別化が必要であり、多段階の

工程のそれぞれの強みを全体の強みに結びつけ、ブランド力を構築できる人材、また、拡大

するアジア新興国を市場としたビジネスをクリエイティブな視点から展開できる人材が求め

られている。 

 

このような状態は、日本のアパレル生産拠点各地域における共通の特徴である。岡山県デ

ニム・ジーンズ産業をモデルとしたデニム・ジーンズクリエイターの地域版学び直し教育プ

ログラムの整備は、共通の課題を抱える日本の生産地域でも活用が期待できる有用な取組み

である。 

 

②取組が求められている状況、本事業により推進する必要性 

国内市場の停滞・縮小、海外の市場規模の拡大傾向を受け、今後、日本のアパレル産業が

成長してゆくためには、海外への展開が不可欠である。しかしながら、これまで国内市場に

依存していたため、繊維・染色加工・織物・縫製・アパレル・流通・小売等の工程の機能分

化が進展し、日本のアパレル産業の海外進出は進んでいない状態である。 

海外進出における課題として、国内市場を中心とした思考の継続や国内事業モデルやテイ

ストの直輸出、輸出による関税・物流コストや小売との取引習慣の違い、現地を知る人材の

不足、市場ニーズ・習慣の情報不足等が挙げられている。 

これらの課題を解決し、国際的な分業化が進む中で、企画・開発工程での強みを構築する

とともに、繊維・染色加工・織物・縫製・アパレル・流通・小売等の各工程の強みを総合力
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として構築し、国際分業体制の中での日本のアパレル産業のポジションを設計るとことが求

められている。 

 

本事業は、岡山県をモデルとして、デニム・ジーンズ産業に求められる中核的専門人材養

成の地域版学び直し教育プログラムを整備するプロジェクトである。 

具体的な取組み 

・マーケティング・マネジメント力の養成講座の実施 

・海外のジーンズメーカー競争力の調査 

・産地コラボレーションによるものづくり現場力養成 

・本プログラムの各地域への展開の実証 

 

上記取組みを通して、服飾系専門知識・技術を有する人材に、デニム・ジーンズの知識や

マーケティング、マネジメント力、ものづくり現場力を付加し、産業界の求める中核的デニ

ム・ジーンズクリエイターの養成を推進する。 

多くのデニム・ジーンズ産業の集積する岡山県には、日本ジーンズ協議会をはじめとして

業界を代表する団体や企業があり、円滑な企業連携が可能であり、本取組みを有効に普及・

推進することが期待できる。 

また、本事業の成果をベースに、各地域への学び直し教育プログラムの展開・実施、現役

技術者の知識・能力の更新、子育てを終えた女性を対象とした講座等への活用により、あら

たな雇用の創造も期待される。 

これからの岡山県デニム・ジーンズ産業、日本のアパレル産業に求められる、新たな価値

を創造し、進展する国際分業体制でのポジションと期待される役割を担うことのできる中核

的専門人材の育成は、産業界にとって最も重要であり、必要な取組みである。 

 

③取組実施にあたっての平成 26年度までに実施された職域プロジェクト等の成果の活用方

針、方法等 

昨年度の成果である「マーケティング教材」「マネジメント教材」を活用し、講座を実施

するためのコンテンツ及び演習課題を作成し、講座を実施・実証することにより、デニム・

ジーンズクリエイターの養成を推進する。また、各地域や企業研修、専門学校正規課程への

導入の促進を図る。 

 

昨年度、エドウィン秋田工場の調査で明らかとなった生産効率や環境対応について、新た

な教材を開発整備し、国際化に対応した中核的専門人材の養成を行う。 
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昨年度、久留米絣の商社、工房の調査により、産地のブランド化や販路の形成について有

用な取り組みがあり、岡山県の産地との違いや新たな考え方、ものづくり現場力を養成する

ため、事業に参画する久留米大学と相互に産地コラボレーションを実施し、教育プログラム

の実証を通して、人材の育成を行う。 

 

２－３．前年度までの取組概要・成果と本事業との継続性

（平成２６年度事業） 

・取組概要 

世界の市場で評価の高いジャパンデニム・ジーンズのブランド構築やグローバルなビジネ

スの展開のできるクリエイター養成の教育プログラムの開発・実証を通して、産業界の求め

る人材育成のための新たな学習システムの基盤整備を目指した。このため、本年度の事業は、

デニム産業が盛んな岡山県をモデル地区とし、産業界の求める人材育成のための調査研究・

開発・検証および学習システム構築を行い、デニム・ジーンズ産業の中核的クリエイター養

成した。 

 

・事業成果 

○活動指標（アウトプット） 

１ 調査 国内産地視察 ２箇所 

２ 教材開発 ２科目  

３ 実証講座 参加数 68名 

４ 協力者、協力機関数 

本事業への有識者、業界団体等の協力機関数の指標。 

協力者 ５名、協力機関 ２団体。 

○期待される成果実績（アウトカム） 

１分野における社会人学習者の受け入れ数 １４名 

２新たな評価体制に参加する機関数 

企業 ２社、 団体 １団体  

 

開発教材による本校学生を対象とした講座実施、及び参画団体・企業の協力による社会人

を対象とした講座実施を通し、地域版学び直し教育プログラムの実証をした。久留米、秋田

の産地調査、シンガポールの海外教育視察を通し、産地・市場の現状と海外の教育の現状を

取りまとめた。 

 

・本年度事業との継続性・関連性（成果を本年度の取組にどのように活用するのか） 
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 昨年度の成果である「マーケティング教材」「マネジメント教材」を活用し、講座を実施

するためのコンテンツ及び演習課題を作成し、デニム・ジーンズクリエイターの養成を推進

する。また、各地域や企業研修、専門学校正規課程への導入の促進を図る。 

 

昨年度、エドウィン秋田工場の調査で明らかとなった生産効率や環境対応について、新た

な教材を開発整備し、国際化に対応した中核的専門人材の養成を行う。 

 

昨年度、久留米絣の商社、工房の調査により、産地のブランド化や販路の形成について有

用な取り組みがあり、岡山県の産地との違いや新たな考え方、ものづくり現場力を養成する

ため、事業に参画する久留米大学と相互に産地コラボレーションを実施し、教育プログラム

の実証を通して、人材の育成を行う。 

 

※平成２６年度の成果の公開状況 

成果の周知のため、データの HPでの公開、関係教育機関 179校、関係企業等 198社へ郵

送配布 

Webサイトアドレス http://www.jenc.co.jp/001/h26_cdc_denim/ 

※平成２６年度実績報告書（収支精算書除く）を添付します。 

２－４．事業の成果目標

期待される活動指標 アウトプット ・成果目標及び成果実績 アウトカム

○期待される活動指標（アウトプット）

１ 調査 海外産地視察 １国 箇所以上

２ 講座コンテンツ、演習課題の開発 ２科目

３ 教材開発 １科目

３ 実証講座 ２講座

４ 産地コラボレーション １か所

○期待される成果実績（アウトカム）

１ 社会人講座、専門学校教育への導入 数 ４校

２ 実証講座 参加数 ５０名

社会人学習者の受け入れ数 ２０名

３ 新たに参加する機関数

企業 ４社、 団体 ２団体
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２－５．事業の実施内容

① 会議（目的、体制、開催回数等） 

・実施委員会 

目的 ： 事業方針策定、各委員会の進捗管理、予算執行管理、課題の検討、 

成果の活用・普及、海外デニム・ジーンズ生産地調査企画 

体制 ： 専門学校 ３校、 大学 ２校、 企業 ６社、 業界団体 ２団体  

開催回数： 3回（９月、１1月、１月） 

 

・開発委員会 

目的 ： 地域版学び直し講座コンテンツ・演習課題の開発 

、生産管理（生産効率・環境対応）開発 

体制 ： 専門学校 ２校、 企業 ２社、 業界団体 ２団体  

開催回数： ４回（８月、１０月、１２月、１月） 

 

・実証委員会 

目的 ： マーケティング・マネジメント実証講座企画実施 

生産管理（生産効率・環境対応）実証講座企画実施 

 産地コラボレーションの企画・運営。 

体制 ： 専門学校 ２校、 企業 ２社、 業界団体 ２団体  

開催回数： ４回（９月、１１月、１月、２月） 

 

② 調査等（目的、対象、規模、手法、実施方法等） 

・海外デニム・ジーンズ生産地調査 

目的 ：昨年度の日本国内のデニム・ジーンズ生産技術の調査により明らかになっ

た生産技術や環境への対応はこれからの人材育成に有用な調査であった。

本年度事業では、西欧圏へのデニム・ジーンズの最大の生産拠点であるト

ルコのデニム・ジーンズ工場を視察調査し、生産技術や体制、海外市場へ

のビジネス展開等の取組を調査し、日本に不足する知識・技術の教育プロ

グラム整備に活用する。  

対象、規模： トルコ共和国 ジーンズ関係の工場 ５箇所程度 

手法 ： 現地訪問でのヒアリング 

実施方法 ： 委員 ４名で実施 
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③ モデルカリキュラム基準、達成度評価、教材等作成（目的、規模、実施体制等） 

・地域版学び直し講座コンテンツ・演習課題の開発・整備 

目的 ：昨年度事業の成果のマーケティング・マネジメント教材をもとに講座に使

用する講座コンテンツ・演習課題を整備する。演習を通して、学習者の理

解を深めるとともに、グループワークを通してコミュニケーション力等の

素養養成にも役立つものとする。 また、各地域や企業

研修、専門学校正規課程への導入の促進を図る。 

規模 ：マーケティング ３０時間、マネジメント３０時間の講座を想定した 

講座コンテンツと演習課題 

実施方法 ：④の実施結果および②の調査結果等を踏まえ、開発委員会で企画をまとめ、 

開発は、委員参画の企業に依頼する。 

 

・生産管理（生産効率・環境対応）教材の開発 

目的 ： 昨年度事業の成果を踏まえ、学び直しの科目の教材を開発する。また、

受講者の達成度を評価するためのテストの開発を行う。 

規模 ： ３０時間相当の講座を想定したテキストと達成度テストを作成 

実施方法 ：④の実施結果および②の調査結果等を踏まえ、開発委員会で企画をまとめ、 

開発は、委員参画の企業に依頼する。 

 

④ 実証等（目的、対象、規模、時期、手法、実施方法等） 

・マーケティング・マネジメント実証講座の実施 

目的 ： 開発する地域版学び直し講座コンテンツ・演習課題の領域・範囲・レベ

ルを検証し、内容を精査する。 

対象、規模： デニム・ジーンズ関連企業（３社程度）の社員、本校学生 ２０名程度 

時期 ： １０月 ４日間（１日４時間） 

手法 ： 講義および演習 

実施方法 ： 協力企業・関係団体（日本ジーンズ協議会）からの講師派遣による実証講

座の実施 

 

・生産管理（生産効率・環境対応）実証講座の実施 

目的 ： 開発する生産管理（生産効率・環境対応）教材の領域・範囲・レベルを

検証し、内容を精査する。 

対象、規模： 本校および協力専門学校学生 ２０名程度 

時期 ： １１月 ３日間（１日６時間） 
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手法 ： 講義および演習 

実施方法 ： 協力企業・関係団体（日本ジーンズ協議会）からの講師派遣による実証講

座の実施 

 

・産地コラボレーションの実施 

目的 ：本校及び久留米大学学生を対象としたデニム・ジーンズ産地と久留米絣産

地のコラボレーション演習を実施する。各産地の企業から企画提案型のプ

ロジェクトを行う課題を出していただき、学生がチームを組んで企画提案

をまとめる。産地コラボレーションのモノづくり現場力養成について有効

性について実証し、人材養成に活用する。 

対象、規模： 本校及び久留米大学学生 各２０名程度 

参画企業 岡山・久留米 各１社（合計２社） 

時期 ： １０月～１２月 

手法 ： 説明会およびプロジェクト演習 

実施方法 ： 産地企業に協力を依頼 

産地企業からそれぞれの課題を提案いただき、チームで企画案をまとめる 

実施に当たっては、参加学生がそれそれの産地の特徴や商品情報を知る 

必要があることから、工場等の現場にて事前説明会を実施する。 

２－６．事業成果及び事業終了後の方針（成果の活用、継続性・関連性、発展性 等）

（事業成果物）

※本事業により作成等される成果物について、個別に列記すること

※前年度までに関連の成果物がある場合は、当該成果物の関連性について具体的に明

記すること

①地域版学び直し講座コンテンツ・演習課題（１００頁 ７００部）

昨年度事業の成果のマーケティング・マネジメント教材をもとにした講座コンテンツ・演習

課題。

②生産管理（生産効率・環境対応）教材（２００頁 ７００部）

昨年度事業の工場視察結果を踏まえ、今後の必要知識・技術を学習する教材を開発

③事業報告書（１２０頁 ７００部）

（成果の活用等）※上記成果物の活用方法等について、個別に列記すること

①成果の周知のため、データの での公開、

服飾系専門学校 校、ファッション関連企業等 社へ郵送配布
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・平成２８度以降の社会人・女性対象の講座に活用

・他地域の専門学校等の講座実施、正規課程への導入に活用を促進する

・全国版モデル・カリキュラム基準にフォードバックし精査する

②成果の周知のため、データの での公開、

服飾系専門学校 校、ファッション関連企業等 社へ郵送配布

・平成２８年度 社会人・女性対象の講座に活用 また、本校正規課程教育教材に導入

を予定

・協力専門学校を通して他地域の社会人教育の活用できるか検証をする

③成果の周知のため、データの での公開、

服飾系専門学校 校、ファッション関連企業等 社へ郵送配布

成果の普及に活用する。産地コラボレーションの展開に活用する
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第２章 調査

１．海外デニム・ジーンズ生産地調査

目 的：世界的な評価が出てきているトルコのデニム産業並びに、東西の交流地点であるイスタ

ンブールのファッション状況と企業と教育機関の専門学校の取り組み例を視察し今後

の地域の産業と人材育成の在り方を世界的な目線で考える。

訪問先：トルコデニムテキスタイル企業 、デニム加工企業、デニムブランド企業、

ファッション専門学校、デザイン事務所等

視 察：大型 高級ブランド品 、デニム専門店

日 程： 月 日 関西空港発

月 日 イスタンブール着

到着後市内市場調査、

大型ショッピングモール など市内店舗視察

月 日 社 訪問 イスタンブールより片道 時間ブルサ近郊

（ ）

月 日 午前イスタンブール ファッションアカデミー訪問

午後 訪問

月 日 午前 訪問

午後 市内ジーンズショップ、ショッピングモール視察

深夜イスタンブール出発

月 日 関西空港着

視察内容： 月 日 本社訪問

社長始め 副社長、執行役員、マーケッテング役員、セールス役員

など 名近い方々に歓迎された。 山崎取締役、岡山事務所の片山氏も

同行。 は年間 億メートル生産し、開発商品 点がストックされている世

界で のデニムメーカである。（日本のカイハラは年間５０００万メートル程度）従業

員は 人、本社 人工場 人 開発部門 名 か所（イタリア・イスタンブ

ール）がある。デニムを手掛けて 年 紡績からロープ染色一貫工場 色のコントロー

ルは 色の色分けの基準としている。工場は日本の「カイゼン」計画を取り入れており、
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品質管理も徹底されていた。また在庫の倉庫管理もオートメーション化が進んでおり、

世界で一番の施設と自負していた。 はトルコの 財閥の一つであり。世界

の か所に事務所を設け 販売先は か国 ここ数年ストレッチ素材では業界の中

のけん引役となっている。 年ほど前から始めた世界のファッション専門学校とのジョイ

ント企画は 校になってきた。また世界からインターシップ生を企業の中にも取り入れ

産学協力体制を ブランド化の戦略の一つとして取り入れている。

ショールーム：商品説明 質疑応答過去の生地から作られた製品が多数並び、コンセプト

別に置かれている。会社の紹介をする 施設 デニムの味わいある什

器、インテリアで構成され商談・会議ができる大きな施設であった。

工場見学：紡績から 染色 織布 仕上げ 検品 倉庫での管理の流れを見せてもらう

工場各所に 日本のトヨタ方式の“ ５ ” を掲げ整理整頓がきち

んされた、大変きれいな工場内部であった。品質の向上また効率化の中でコ

ンピユーターでの管理が徹底されていた。特に驚いたのは職布部門では 階

建ての建物の上階で職布そのまま階下で検品並びにビームに巻き取るスピ

ード・合理化のアイデアは社長のデザインとの事であった。

マーケッテング部門：パワーポイントにて会社紹介。マーケッテング部門の活動・ブランド

の紹介をうける。

加工工場見学： 同じ工業団内にある提携工場の見学イタリア資本の加工工場見学

前処理、サンドブラスト薬品での加工、レザー加工も最新のものまで見せ

てもらう

ちなみにこの工場はイタリアで岡山の豊和（株）から技術協力を受けてい

た会社であった。加工に関しては児島の企業のレベルは世界的な評価

があると言える。

メンバーと記念写真 工場全景（社長室より）

月 日 イスタンブール市内 ＩＡＤ

ＩＳＫＯのデザイナーはこの卒業生であつた。ＩＳＫＯからはデニム教材を提供している
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は原宿、銀座にちかい環境の中 生徒数

人コースはマスター 年間とショートの夜間があり ％が高校卒業後入学 学校ができ

て 年 卒業生９人が活躍、中にはイスタンブールコレクション（５年前からベンツサポ

ート）にでるデザイナーを育てた。海外からの留学生もいてカリキュラムは パターンア

カデミックコースはイギリスの学校と提携 授業内容も共有化 優秀な学生は卒業後も

コレクション等のサポートも行う。壁面には業界の年間スケジュールが記載され生徒に

目標を持たせる事がわかりやすく掲載されていた。縫製。パターン デザイン実技を見

せてもらう。図書室、材料室

プリンター スワロスキー

社 からの高価な材料提供も

受けていた。授業料は年間

万円。イスタンブールには

専門学校 校、エスモード等

あり。 人の専任教授と夜間

はフリーランスの先生が教え

ている。学校前にて

月３日 訪問 氏と妹に話を伺う

イスタンブール郊外 本社工場の他 ｋｍ先に大きな工場があり直営店舗もあり。

ジーンズの他トップス等製品仕入れ、海外での販売も行いはじめた。東京の新宿に ショップ展

開計画中、 の も行っているようだ。トルコのジーンズブランドの中で代表的なブランド

であった。

企画の人材は 世界から集めている東

京の桑沢デザイン専門学校の卒業生も

一時期いたようだ。デザイン室 裁断

縫製 サンプルは年配の男性が多く働く、

施設内にスタジオがありここから直営店

に向けてビデオ音楽等流していた。併設

直営店：ライトオン風アメリカカジュアル

ジーンズプライス 年から 円

前後のボリュームゾーンブランドだった。

本社、インターネット放送局
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月４日 イスタンブールデザイン事務所 訪問

氏に話を伺う デザイナ

ー 名 マーケッテング担当 名 おしゃ

れな趣のある建屋の中 年前に開設

世界各地からサンプル購入 回 万

円年 回、日本のキャピタルの商品が多

数コレクションされていた。

その他 人の契約者がデニム関連を世

界から情報を集める事もしているとの事、

情報が多数集めていることが理解できた

。デザインルーム記念写真

月４日 市場調査 世界的にデニムブランドとして出てきた 視察

サンプル購入 社の新しい素材を使ったスパーストレッチのハイライズ スパースキニー ソフ

トでライトオンス 伸び率２０％？ デザイン、縫製仕様、付属関係もレベル高い商品であった

は（ 円代）は競争力があると思う。高級な デーゼル 円～ 円、カルバンクライ

ンジーンズは３５９ １７９ また高

級百貨店のセレクト部門では ブランドでは

レザー風加工のブラックは 万円い商品も

並ぶ カジュアル部門では

等では５９．５９ も目立つ の万中では

アップルストアーが大きなスペースの２階府ロ

ガーが印象的であった。 をはじめとす

るスーパーブランドがほとんど全て大きなフロ

アーでの展開をしていた。

ショッピングモール内セレクトショップ
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（資料）

「トルコの繊維産業の現状と将来展望」

ジェトロイスタンブール 事務所 中島俊博氏レポート 年抜粋

１ 中国製品に奪われる市場ㇱエア２００５年に が繊維製品の輸入割当制度を撤廃して中

国製品に浸食され続けられている トルコの繊維産業は、世界市場での生き残りを賭け生産

コストの削減や高付加価値化、ブランド化など新たな戦略の必要に迫られている。

繊維製品の輸出は輸出総額の２５．９％を占め 繊維産業は の７５％工業生産の全体

の１９，９％ 製造業の雇用の ％を占めている。アパレル輸出ではアパレル輸出では世

界第 位 向け第 位）テキスタイルでは第 位 向け（同 位である）。

競合で対米輸出が減少０５年

は 年 月からは中国などの繊維大国と自由競争となった。 年の繊維製品輸出は

７， ％ ７億５０８０万ドル繊維製品６５％が 向け。今後はロシアに注目している。

価格競争を脱し、高付加価値化を目指す

トルコの繊維業界は、欧州の業界を見習い、最新鋭の設備の投入、技術革新、デザイナー

の育成、国際見本市における宣伝活動を通じてトルコ製品の高品質化、高価格化を図りた

い意向政府も貿易庁主導で「テュルクオリテ―」政策が打ち出され認証制度をもうけた。

２ コスト削減に向けて周辺諸国へ生産拠点を移転

１９８０年約３０億ドルの輸出が ２００５年 ７３１２億ドルと２５年間で ２４３倍となり トルコ

の基幹産業となった。製品化も１８８０億ドルとなった。

要因は原材料からファスナー付属まですべて国内でできあらゆるデザインファッション性に対

応できる。若手の勤勉な労働力が豊富 ほぼ繊維企業が を取得国際的

な品質基準に適合している。欧州への陸上運送６日から

海上運送でも１０日から㏪の納品ができる。中国からの輸出の半分である、人件費の高騰、

労働生産性の低下 電気関係自動車産業が設備投資をして効率化を図り生産性があがり

繊維関連の生産性が低下エネルギー価格と原材料の輸入依存もコスト削減のネック

トルコは世界第６位の綿花生産国国内での供給ができていない米国からの輸入に頼ってい

る。合繊関係も３０％から４０％輸入をしている。

● 国際的に認められつつあるトルコ産デニム

● テキスタイルでは０４年の綿織物生産が前年比 ％増の１９億４６００万

化学繊維織物が ％増の６億４２１０万ｍ、毛織物が３．１％増の 万ｍだった。こうし

た織物生産はイスタンブール、ブルサ、アダナ、カフラマンマラシュ、カズィアンテプ，デニズ
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リ、イズミル、テキルダァ、カイセリ、ウシャク各県で行われている。環境規格である「エコテ

ックも企画 」も取得している

企業も多い。

● 綿織物生産の訳 ％はデニムが占める。 マーヴィ（ ）リトルビッグ（ ）コリ

ンズ（ ）等、トルコジーンズ・ブランドの国際的な知名度が上がるとともに、トルコ産の

デニムの質の良さも認められるようになってきた。 年度のジーンズ輸出は衣料品全体の

％を占め、前年比 ％増と他の衣料品を凌ぐ好調ぶりを見せている。デニム生産では

サンコ財閥の傘下のイスコ（ が有名で、トルコ製造業のトップ５００（ でも第７９

位に入っている。

● トルコの工業用ミシンはほぼ ％輸入されており、輸入相手では日本が３割を占めている

２位は中国、３位はドイツでこの３カ国からの輸入が全体の７割を占めるトルコ統計機構

（ ）品質を重要する大手アパレル工場では日本製のミシンの評価が高く、低価格が売

り物の中国製品と都は顧客層が分かれている。

ブラザーの江口所長はトルコ産は中国やインドといった縫製業の盛んな国と比べてコスト

が高く、価格以外で競争力をつけることが重要になってきている。

具体的には縫製の良さ、少量多品種対応、短納期、ブランド力（デザイン）構築であり、日

本メーカーはこれらの需要に合致した製品やサービスを提供することで今後もシェアしてい

く。トルコにはブラザーの他 現在 が駐在事務所を置いている。

最新情報 イスタンブール繊維。衣料品輸出組合 より

＄

＄ ＄

ロシア ％ イタリア ％ ドイツ ％ 英国 ％ ポーランド ％

ルーマニア ％ 米国 ％ ベルギー ％ エジプト ％ か国 ％
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●日本のデニム生産量 倉敷ファッションセンター 年 報告書（松本専務著）

デニム生地（推定）

デニム生地 世界生産総量（年間） 億 １ ＝

➡ ジーンズ 億本（相当）

主要生産国（海外）イスコ（トルコ） 億

中国 ３～ 億

（国内）クラボウ ※世界 万

日清紡 万

カイハラ 万

※ デニム生地、ジーンズ生産数の正確な数字は把握出来ていないのが現状 本数に関しては現

在 億本には達していると思われている。デニム生地に換算すると約 億メートルと思われ

るｙｄ換算では 万 となる。その根拠はデニム産業が年間 ％の が続いていると思

われる。上記のデーターがそれぞれの 年から 年前のものであるとすると 億ｍが近いも

のと思われる。

以上の数字を今回訪問した ブランドは 年間生産 億 であるとの事からすれば 市場の

％の占有率である。

（所感）

短期間でのトルコ視察であったが、評価が出ているトルコデニムの実態を理解しまた世界

的な目線での状況視察ができた事に感謝します。

国内での産地のもの作りの在り方・マーケティング思考の重要性、そして（人材育成）教育

と産業の双方向の協力体制がスピードを持って対応しない限り世界的な戦いには勝てな

いのではないかと改めて感じました。
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第３章 育成人材像

教育カリキュラム・履修モデル 

専門学校の教育領域 

基礎能力 専門技能 実務能力 ヒューマン

スキル

分野

ド
ロ
ー
イ
ン
グ

パ
タ
ー
ン

基
礎
造
形

素
材
・
色
彩
・
商
品
知
識

デ
ザ
イ
ン
画

工
業
パ
タ
ー
ン

立
体
造
形

マ
テ
リ
ア
ル

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

５５

マ
イ
ン
ド

理
論
的
思
考

行
動
特
性

ディレクター ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ５ ５ ５ ５ ５ ５

リーダーレベ

ル

４ ４ ４ ４ ２ ２ ２ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ５ ５

標準レベル ３ ３ ３ ３ １ １ １ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

新卒・未経験

者

１ １ １ ２ １ １ １ ２ ２ ２ １ ２ １ １ ２ ２

モデル・カリキュラム基準 

デニム･ジーンズクリエイターの基礎となる知識・技術・素養及び職業人として必要

な専門知識・技術、業務を遂行する能力の修得を可能とするため、産学連携の下で、デ

ニム・ジーンズアパレル業界においてグローバルな視野と実践力、創造力のあるクリエ

イターの中核的専門人材の育成を推進する。 

このため、就業後も含め、生涯にわたってキャリアパスが描けるよう、必要な知識・

技術・技能をレベルごとに体系的にユニット化し、それらの積み上げが評価される「学

習ユニット積上げ方式」によるアクセスしやすい学習環境の整備を目指している。 

また、モデル・カリキュラム基準を活用した短期教育プログラムの整備と質を保証す

るための評価制度を検討協議した。 

これにより、業界に就業した社会人に対しても新たに必要な知識・技術等を更新する

機会を充実する。その際、関係企業と専門学校等が連携し、現場での就労経験を踏まえ

たカリキュラム編成・評価等を行えるような評価システムを構築する。このシステムが
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実現することによって多様化する産業界のニーズに即応する専門人材養成を目指すこと

ができる。 

また、産業界と関連専門学校等との連携により、学生が学んだことが修得されている

かどうかを測る達成度評価の評価指標等を含めた手法や、学校活動における専門的な評

価指標等の開発に取組む予定である。 

 

積上げ式学習システムの構築 

業界に就業した社会人に対しても新たに必要な知識・技術等を更新する機会提供するた

め、アクセスし易い学習システムの構築を検討した。このため、専門学校の履修科目をユ

ニット化し、再構築を行なった。１科目を４つの学習ユニットで構成し、１ユニットあた

りの授業時間基準を３０時間、１科目の授業時間１２０時間を基準として学科を構成する。 

 

専門学校 
専門課程・高度専門

課程 

ファッション
クリエイター
技術基礎 

ファッションク
リエイター技術

応用 

デニム・ジー
ンズクリエイ

ター 
技術実践 

レベル１ 

レベル２ 

レベル 3 

レベル４ 

社会人対象 
積上げ式短期学習ユニット 

Ｂ 

 Ａ 

レベル
5 

以上 
Ｃ 

 

継続的な学習システムの整備と能力を評価する認定制度及び教育の質を保証する評価
制度の構築  
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育成を目指す人材像 

日本のものづくり産業は、生産工程において久しくその優位性を保っていたが、アジア

新興国においてＣＡＤ／ＣＡＭによるデジタル化が進み、生産工程での差別化が図りづら

くなっている。日本のものづくり産業が今後も優位性を保ち、世界のものづくりをリード

してゆくためには、サプライチェーンにおける日本の役割と国際分業のポジションの確立

が重要であり、これらを構築できる人材が求められる。 

また、生産拠点であるアジア新興国が消費市場としても成長が期待されつつある。今後

は、アジア新興国の市場を対象とした商品供給やビジネスモデルの構築が急務であり、グ

ローバルに対応できる人材が求められる。 
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産地コラボレーションによる教育領域のイメージ

デニム・ジーンズクリエイター養成基盤整備のための教育プログラム開発と実証
育成人材像のイメージ

日本のものづくり産業としてのデニム・ジーンズアパレルが、新たな価値を創造し、構築の進展する国際分業体制でのポジ
ションと期待される役割を担うことのできるデニム・ジーンズクリエイター。

イメージ図

育成を目指す人材像

デニム・ジーンズアパレルの課題

学習ユニット積上げ方式
単位制、
学習者の達成度評価

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

新たな学習システム

基
礎
・応
用
技
術
習
得

Step 1

Step 2

Step 3

日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
次
代
を
担
う

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
デ
ニ
ム
・ジ
ー
ン
ズ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
養
成

職業人としての知識・能
力・素養

服飾系専門知識・技術

デニム・ジーンズ
専門知識・技術

マーケティング力
マネジメント力

ものづくり現場力

語学力・グローバルコミュ
ニケーション力

プロフェッショナル

コミュニケーションクリエイターマインド

職
業
能
力
評
価
制
度
（キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
等
）

・専門知識・技術
・論理的思考力
・問題解決力

・自己表現力、伝達力
・傾聴力
・グローバルコミュニケーション力
・チームワーク

・自律性、責任感
・主体性
・向上心
・情熱

CAD／CAM等の
生産工程のデジ
タル化が進展

アジア新興国におい
ても高品質の生産が

可能となった

●生産工程の付加価値が低下
●品質・価格の競争力の低下

企画・開発等、生産工程以外から付加価
値の創造が必要

グローバルに対応した新たな生産戦略が
必要

アジア新興国の経済成長の結果、中間
層が増加し、アジア新興国の消費者を
マーケットとした製品を提供する必要性

が増加

「マーケットに合ったものづくり」という視
点に立ったビジネスモデル構築が必要

国
際
分
業
を
進
め
、
日
本
の
デ
ニ
ム
・ジ
ー
ン
ズ
産
業
が
付
加
価
値
を
確
保
で
き
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要

中核的専門人材
育成人材像
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第４章 実証 

１．・産地コラボレーションの実施 

目 的：本校及び久留米大学学生を対象としたデニム・ジーンズ産地と久留米絣産地

のコラボレーション演習を実施する。学生がチームを組んで企画提案をまと

める。産地コラボレーションのモノづくり現場力養成について有効性につい

て実証し、人材養成に活用する。 

対象、規模：本校及び久留米大学学生 各２０名程度 

参画企業 岡山・久留米 各１社（合計２社） 

時 期：１０月～１２月 

手 法：説明会およびプロジェクト演習 
 
 
１．プロジェクト概要 

１）趣旨・目的 

本プロジェクトは「岡山県をモデルとした中核的デニム・ジーンズクリエイター地域学

び直し教育プログラム開発と実証」の事業内容の一つとして、現地調査と実証講座をコラ

ボレーションした、新たな取組みである。 

岡山と久留米という地方に焦点をあて、若者目線による地域再生のためのデマンドなら

びにシーズの掘り起しを相互交流によるプロジェクトワークによって探索することが目的

である。 

地方活性のカギは若者というキーワードのもと、若者が就業に魅力を感じるためには、

他者からまた異なる分野からの意見も必要である。そこで、本プロジェクトでは、実証講

座と訪問調査の２つの内容をコラボレーションし、実証講座においてはアクティブラーニ

ングによるプロジェクトワークの教授法を用い、参加者と場の効果を活用した。現地訪問

調査においては、単に現状を知るだけでなく、参加者同士の省察（リフレクション）を適

宜取り入れることで、情報を集め、分析・加工し、発信を目標とした。調査の視点は、地

元を調査するのではなく、地方同士の若者が、相手の地域を主に調査し、調査後に意見交

換をすることで従来見落としていた課題や可能性を掘り起こすことにした。そのため、本

プロジェクトの最後には、若手人材が定着しない問題点とそれを改善するための企画提案

を行うことを目標とした。 

そのため、参加者も同質の組み合わせを避け、専門学校、大学という異なる学校種、社

会人や留学生も含めた異なる学年や背景を持つ参加者、デザインと社会学という異なる分

野の学生でプロジェクトを構成した。 

２）調査概要 
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・産地コラボレーションの実施 

藍染の共通点を持つ岡山と久留米のそれぞれの地場産業の実情を調査する。岡山はデニム、

久留米は久留米絣で藍染加工を行っている。この両地域は、絣を通してつながっている。井上

伝によって久留米絣は開発され、久留米絣の職人がその技術や織機を備後に持ち込んだことで

備後絣が岡山の産業になったという経緯がある。 

・調査方法ならびに教授法 

訪問調査を通して、参加学生によるプロジェクト演習を実施した。一つの教授法だけでなく、

横断的なアクティブラーニングを行うことで、専門や既存の学問分野にとらわれない新しい発

想で、産地を調査することを模索した。 

調査方法としては、調査がメインであるが、それぞれの地域に在住する学生が産地の特徴や

商品情報の現状を調べ、なぜ地元産業が活性化していないのか、その原因を調査し、改善案を

提案することにした。外から見た地元という観点を企画に活かすために、相互クロスで相手の

地域をメインに調査することとした。 

現地調査のコーディネートならびにアクティブラーニングのコーディネートは、久留米調

査は江藤智佐子（久留米大学）が、岡山調査は長舩圭二（中国デザイン専門学校）が両校調整

のための窓口を担当した。 

・調査対象 

地場産業として藍染で共通点を持つ、岡山と久留米の工房や工場等を調査対象とした。 

 

３）調査日程 

①久留米調査 

2015年 10月 23日（金）、24日（土） 

②岡山調査 

2015年 11月 6日（金）、7日（土） 

 

４）参加者 

中国デザイン専門学校 学生 22名（1年、2年、

社会人） 

久留米大学文学部 学生 17名（3回生、4回

生・うち留学生 3名） 

（引率教員：中国デザイン専門学校 4名、久留米

大学 2名） 
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５）スケジュール 

①久留米調査：久留米絣と地場産業 

1日目 ：10月 23日（金）「久留米絣の歴史を調べる（久留米エリア）」 

11：30-12:10   

石橋文化センター到着 

・プログラム①久留米の芸術に触れる 

 

12：30-12:50   

高良大社 筑前一の宮 

・久留米を一望し、土地の特徴をつかむ。 

 

13：10-14:00   昼食 

 

14：10-15:20  

プログラム②講義「プロジェクト概要・企画づくり」 

（久留米大学御井学舎 100号館 131教室） 

 

15：30-16:20  

プログラム③フィールドワーク「久留米絣の歴史と工程を調べる」（久留米絣資料館） 

・機織り体験、資料館調査 

 

17:00-18:30   

プログラム④演習「調査結果のとりまとめ」（久留米大学御井学舎 1000号館 1051教室） 

 

2日目：10月 24日（土）「久留米絣と産業を調べる（田主丸エリア）」 

10:00-11:30   

プログラム⑤フィールドワーク「久留米絣の本物に触れる」（久留米絣工房「藍生庵」） 

 

12:00-13:00   

プログラム⑥産地体験「久留米の農業を知る」（右田果樹園） 

 

13:10-14:10    

酒蔵のまち、巨峰発祥の地としての久留米に触れる（紅乙女酒造、巨峰ワイナリー） 

 

15:20  久留米調査 解散式（JR久留米駅前） 
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②岡山調査：デニム・ジーンズ産地エリアの調査 

1日目 ：11月 6日（金）「デニム・ジーンズ製造工程調査（児島エリア）」 

12:00-13:00  

はじめのことば、プロジェクト概要説明（再確認）（中国デザイン専門学校） 

 

14:00-15:00 

プログラム①フィールドワーク

「 へのこだわり

－岡山テキスタイルメーカー

ー」（株式会社ショーワ） 

 

15:30-16:30 

プログラム②フィールドワーク  

「MADE IN JAPANへのこだわり vol.2－ジーンズ特殊加工メーカーー」 

（美東有限会社） 

 

17:00-17:30 

桃太郎 JEANSファクトリーショップの見学 

 

2日目 ：11月 7日（土）「デニム・ジーンズの歴史を知る・ジーンズショップ巡り（児島エ

リア）」 

9:30-10:30 

プログラム③フィールドワーク「見る・触れる・作る・買うでジーンズを体験 vol.1」

（ジーンズミュージアム＆ヴィレッジ） 

 

11:00-12:30 

プログラム④フィールドワーク「見る・触れる・作る・買うでジーンズを体験 vol.2」

（児島ジーンズストリート） 

 

13:00-13:40 昼食 

 

14:20 岡山調査解散式（JR岡山駅前） 
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２．プロジェクトのコンセプト 

１）目的 

中国デザイン専門学校の学生と久留米大学の学生を対象としたデニム・ジーンズ産地（岡

山）と久留米絣の産地（久留米）のコラボレーション演習をアクティブラーニング形式で実

施する。 

２）実施方法 

産地の企業から企画提案型のプロジェクトを行う課題を現地調査で聞き取り調査し、学生

がチームを組んで企画提案をまとめる。→商品企画もしくは広報企画の提案など。 

産地コラボレーションのモノづくり現場力養成についての有効性を実証し、人材養成に活用

する。→能力ルーブリック評価表を作成し、事前、中間、事後の 3時点で点検・評価を行

う。（現場力養成による人材育成での獲得能力の検証。） 

３）コンセプト 

・テーマ：「若者が見る 地元再発見！（久留米再発見 ＆ 岡山再発見）」 

地方再生のカギは、若者が足元を見ること、知ることであり、若者目線での他地域によ

る地元の外部評価を用いた調査・検証を行う。 

４）プロジェクトの流れ 

産地コラボレーションプロジェクトの調査、分析・加工、発信のプロセスを表した、スケ

ジュールならびに流れを示したのが、図表１である。 
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図表１ 産地コラボレーションプロジェクトの流れ 
 

 
 
 
３．授業内容 

①ペアインタビューの手法を用いた調査結果のとりまとめ 

久留米大学文学部情報社会学科では、「社会調査法 1，2」が必修科目として配置されて

いる。社会調査法と対人能力の育成のため、全員が質的調査の中でもインタビュー調査を 2

年次までに習得するカリキュラムとなっている。そこで、この社会調査法を援用し、ペアイ

ンタビューという手法を用いて、初めて久留米に来る岡山の学生にインタビュー形式で聞き

取り調査を行い、それをルポルタージュ記事にまとめるというプログラムを実施した。イン

タビューを行うのは久留米大の学生で、中国デザイン専門学校の学生は、到着後に渡された

テーマについて、初日のプログラムを受け、その意見を話すという形式を用いた。1人で 2

名のインタビューを行い、それを取りまとめ、30分でルポルタージュ記事を作成するとい

うワーク形式の授業で実施した。 

このワークにより、同じ課題を共有したことで、ペアインタビューで担当した学生同士の

相互交流が深まることとなった。 
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②KJ法を用いた課題探求ならびに企画提案 

2地域の現地調査を行った後、2校それぞれのグループに分かれ、「デニムクリエイター

人材育成のための課題探求」をグループワーク形式による課題探求型学習方法を用いて実施

した。 

授業は、グループワークの中に KJ法を取り入れて行った。 

授業方法は、アイスブレイキングを行った後、テーマに沿って、時間を区切りながらカー

ドを用いたブレーンストーミングを活用して行った。 

教員はファシリテータとして、適宜ワークのレクチャーを行いつつ、グループの会話が促

進するようなサポートを行った。久留米大学の学生は、「原因・理由」と「改善策の提案」

という 2つの課題を 120分で、中国デザイン専門学校の学生は、「改善策の提案」のみを

90分で実施した。 

授業実施内容は、次に示すとおりである。 

 

■久留米大学  

・グループワーク 2015年 11月 9日（月）14:55－16:55（120分） 

・1グループで実施 

・テーマ①原因・理由を探る「なぜ産地・産業の若手人材が育たないのか」 

・テーマ②地域人材育成のための改善策提案「若手人材育成のためには何が必要か―ど

うしたら産地産業が活性化し、若者がデニムクリエイターになろうとおもうようにな

るのか？－」 

・企画提案のプレゼン発表 2名の VTR収録  

2015年 11月 11日（水）12:30－13:00（30分） 
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■中国デザイン専門学校  

・グループワーク 2015年 11月 20日（金）13:00－15:00（120分） 

（授業後、プレゼン発表） 

・2グループで実施。 

・テーマ②地域人材育成のための改善策提案「若手人材育成のためには何が必要か―ど

うしたら産地産業が活性化し、若者がデニムクリエイターになろうとおもうようにな

るのか？－」 
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４．評価・検証 

１）自己評価 

①自己評価－能力ルーブリック評価－ 

アクティブラーニングによる能力の獲得状況を能力ルーブリック評価による自己評価の

手法を用い、講座内容を検証した。 
本プロジェクトでは、学び直しのモデルプログラムを模索するため、現場力を 8 つの能

力として抽出し、学修到達目標の指標としてルーブリック評価表を作成した。なお、この

8 つの能力は、「実践キャリア実務士」のルーブリック評価表1と経済産業省の「社会人基

礎力」を参考にし、その中からこのプロジェクトワークを通して身につけて欲しい現地調

査や企画提案などのプロセスによって得られる能力項目を検討し、8 つの能力を抽出した。 
能力評価の項目は、「１．情報収集能力」（地域の情勢や課題を知るために、情報を得

るだけでなく、自分の意見を交え議論ができる。）、「２．社会を知る力」（学修の現場

で、社会的な観点をもって幅広い問題意識と協働意識をもって行動している。）、「３．

主体性（物事に進んで取り組む力）」（自分がやるべきことは何かを見極め自発的に取り

組むことができる。）、「４．課題発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにする

力）」（現状を正しく認識するために情報を収集し、分析し、目的や課題を明らかにする

ことができる。）、「５．計画力（課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する

力）」（作業プロセスを見える化し、優先順位をつけて、実現性の高い計画をたてること

ができる。）、「６．創造力（新しい価値を生み出す力）」（複数のものを組み合わせて

新しいものを作り出すことができる。）、「７．柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解

する力）」（自分お意見を持ちながら、他人の良い意見も共感をもって受け入れることが

できる。）、「８．情況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力）」

（周囲から期待されている自分の役割を把握して、行動することができる。）の８つであ

る。この中で、「１．情報収集能力」と「２．社会を知る力」は「実践キャリア実務士」

のルーブリックから、それ以外は社会人基礎力を参照とした。 
評価時点は、①受講前、②中間（久留米調査終了時点）、③受講後（岡山調査終了後）

の 3 時点において、点検・評価した。 
「能力ルーブリック評価表」は、図表２に示すとおりである。 

                                                
1「実践キャリア実務士」の到達目標達成度評価（ルーブリック）とは、一般財団法人全国大学

実務教育協会（以下 JAUCB とよぶ）が「実践キャリア実務士」資格の到達目標達成度評価を独

自に定めた指標である。このルーブリックは、平成 27 年 6 月 17 日に会員校に通知された。

JAUCB では、「実社会の変化に対応する実務教育･キャリア教育に関わる認定事業を推進し、

その質保証をはかる」ため、平成 25 年度から中長期視点にたった資格改革に取組みに続き、

「実践キャリア実務士」教育課程から始める到達目標達成度評価表による新たな質保証方法につ

いて検討し、試行期間での利用を促すために会員校にこのルーブリックを通知している。 
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図表２ 「産地コラボレーションプロジェクト」の能力ルーブリック評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 氏名：

・性別　　　　男性　・　女性　　　　　　　　　　　・学年　　　　（　　　　　　　年生）

１．情報収集能力

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・地域の情勢や課題を知るため

に、情報を得るだけでなく、自分

の意見を交え議論ができる。

・地域の実情や情勢をるため

に、情報を得るようにしている。

・地域の実情や情勢を知るため

に、情報を得るように努力をして

いる。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

２．社会を知る力

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・学修の現場で、社会的な観点

をもって幅広い問題意識と協働

意識をもって行動している。

・学修の現場で、問題意識と協

働意識をもって行動している。

・学修の現場で、問題意識と協

働意識をもって行動するよう努

力している。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を【プロジェクト終了後に】記入

■あなた自身ついて

平成27年度「岡山―久留米：産地コラボレーションプロジェクト」

「学修成果の能力評価と今後のキャリア」

①プロジェクト開始前2015年10月２３日⇒②中間評価　10月24日⇒③プロジェクト修了後：11月７日

①プロジェクト開始前、②中間、③プロジェクト終了後の能力をルーブリックの評価基準を見ながら自己評価
（S,A,B,C,D)を記入し、それぞれ評価の根拠となる具体的な事実（行動）と振り返り（省察）を記入してください。
　プロジェクト終了後には、「今後のキャリア（今回のプロジェクトで得た経験の活用）」について書いてください。

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を【プロジェクト終了後に】記入
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３．主体性（物事に進んで取り組む力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・自分がやるべきことは何かを見

極め、自発的に取り組むことが

できる。

・自分の強み・弱みを把握し、困

難なことでも自分の能力を発揮

して取り組むことができる。

・自分の強み・弱みを把握し、困

難なことでも自分の能力を発揮

して取り組むように努力してい

る。

不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

４．課題発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにする力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・現状を正しく認識するために

情報を収集し、分析し、目的や

課題を明らかにすることができ

る。

・現状を正しく認識するために

情報を収集し、分析することが

できる。

・課題を明らかにするために、他

者の意見を聞くように努力してい

る。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

５．計画力（課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・作業プロセスを見える化し、優

先順位をつけて、実現性の高い

計画を立てることができる。

・計画を立て、実行し、評価点

検をしながらプロジェクトを進め

るようにしている。

・計画を立て、実行し、評価点

検をしながらプロジェクトを進め

るように努力している。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を【プロジェクト終了後に】記入

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を記入

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を記入
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６．創造力（新しい価値を生み出す力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・複数のもの(もの、考え方、技

術等）を組み合わせて、新しいも

のを作り出すことができる。

・従来の常識や発想を転換し、

新しいものや解決策を作り出す

ことができる。

・従来の常識や発想を転換し、

新しいものや解決策を作り出す

ように努力している。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

７．柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解する力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・自分の意見を持ちながら、他

人の良い意見も共感をもって受

け入れることができる。

・相手がなぜそのような考えなの

か、相手の立場になって理解す

ることができる。

・相手がなぜそのような考えなの

か、相手の立場になって理解す

るように努力している。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

８．情況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力）[社会人基礎力]

ランク
Sランク

（90～100点）
Aランク

(80-89点）
Bランク

（70-79点）
Cランク

（60-69点）
Dランク

（59点以下）

評価基準

Aランクを超えて

非常に高い学習

成果を達成したレ

ベル。

・周囲から期待されている自分

の役割を把握して、行動するこ

とができる。

・自分ができること、他人ができ

ることを的確に判断し、行動する

ことができる。

・自分いできること、他人ができ

ることを的確に判断し、行動する

ことができるよう、努力している。 不可

あてはまる評価レベルに〇をつけてください。

①プロジェク

ト開始前

②中間評価

③プロジェク

ト終了後

５．今後のキャリア【プロジェクト終了後に記入】
今回のプロジェクトで得た経験を、今後、どのように学生生活や進路に活かしていこうと思いますか。

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を記入

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を記入

振り返り（省察）：評価の根拠となる事実や出来事を記入
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②能力ルーブリックの分析結果 

8つの能力ルーブリックの事前、中間、事後の 5段階尺度の平均値を表で示したものが図

表３である。 

 

図表３ 8つの能力の 3時点（事前、中間、事後）の比較一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9
2.3 2.4 2.2 2.2 2.2

2.6 2.52.7
3.1 3.0 3.1

2.7 2.7
3.2 3.1

2.4 2.5 2.6 2.5
2.1 2.2

3.0
2.4

3.7 3.6 3.7 3.7
3.1 3.2

3.8 3.6

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

A.事前(C専門学校） B.中間（C専門学校） C.事後（C専門学校）

A.事前(K大学） B.中間（K大学） C.事後（K大学）

事前1 中間1 事後1 事前2 中間2 事後2 事前3 中間3 事後3 事前4 中間4 事後4

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

事前5 中間5 事後5 事前6 中間6 事後6 事前7 中間7 事後7 事前8 中間8 事後8

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

平均値

度数

標準偏差

最小値

最大値

1．情報収集力 2．社会を知る力 3．主体性 4．課題発見力

5．計画力 6．創造力 8．情況把握力

中国デ

ザイン

専門学

校

久留米大学

合計

中国デ

ザイン
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また、全体データならびに中国デザイン専門学校と久留米大学の平均値について事前、中

間、事後の 3時点を図で示したのが図表４、５、６である。 

 

図表４ 全体の能力概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５ 中国デザイン専門学校の能力概要 
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図表 6 久留米大学の能力概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での獲得能力で最も高かったのは、「柔軟性」（3.438）であり、次いで「課題発見力」

「社会を知る力」（3.281）、そして「主体性」（3.250）であった。学校別に見ると、中学デザ

イン専門学校の学生で獲得能力の大きかったものは、「柔軟性」（3.200）、「社会を知る力」

（3.100）、「情況把握力」（3.050）であった。久留米大学での獲得能力で大きかったものは、

「柔軟性」（3.833）、「課題発見力」「情報収集力」「主体性」（3.667）である。 

全体、各校の獲得能力からも「柔軟性」の獲得能力が最も高いことが分かる。これは、異なる

学校種、異なる地域、異なる学年で同じ課題を共有した課題解決型のアクティブラーニングをす

ることで、相互の話しを聞く力が必要であったことが伺える。 

また、専門学校生はアクティブラーニングになれていなこと、また学年が 1・2年と年少であ

ることから「社会を知る力」や「情況把握力」が高くなった。それに対し、大学生は、このプロ

ジェクトに参加する前にもアクティブラーニングの経験があること、学年が 3・4年次と年長で

あることから、「課題発見力」や「主体性」の高さが表れていた。 

次に、プロジェクトの前後（事後－事前）の獲得能力の差を示したのが、図表７である。 
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図表７ 獲得能力の差（事後－事前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト開始前（事前）と終了後（事後）との獲得能力の差が大きかったものは、

「情報収集能力」（1.000）、「課題発見力」（0.969）、「社会を知る力」（0.916）であ

った。専門学校生がこのプロジェクトで獲得した能力で大きかったものは、「情報収集力」

「課題発見力」（0.850）、「社会を知る力」（0.800）であった。大学生がプロジェクトを

通して獲得した能力が大きかったのは「情報収集力」（1.250）、「課題発見力」「情況把

握力」（1.167）であった。 

以上のことから、このプロジェクトで高い能力が求められたのは他者を理解し、意見を調

整する「柔軟性」であり、同じテーマについて一緒に考え課題を解決するための「課題解決

力」や「主体性」が必要であったが、学生たちが短期間のプロジェクトを通して獲得した能

力は「情報収集力」や「課題発見力」であることが明らかになった。 
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③自由記述による各能力の根拠 

では、なぜ本プロジェクトでは学生たちに「柔軟性」が最も高い能力として求められたのか。

量的評価だけでなく、各能力には根拠コメントも記載してもらったため、その根拠コメント

から考察していきたい。 

「柔軟性」の項目は、社会人基礎力のレベル１から３を 5段階尺度に再加工し使用した。

ここでの柔軟性とは、「意見の食い違いは立場の違いを理解する力」を指す。 

「柔軟性」が高かった理由として、以下の仮説が考えられる。 

１）地元の良さを他者から教えてもらう形式をとったことで、自分の地域のことを話しても

らうことで相手の話をよくきくことができたのか。 

２）調査結果を企画提案に反映しなければならないため、相手の話を聞いて新たなアイデア

を出そうと試みたからなのか。 

 

各能力の根拠コメントを見ると、以下のとおりである。 

 

■「柔軟性」が身についた根拠となる事実や出来事 

（中国デザイン専門学校） 

・久留米は伝統の藍をそのまま活かしていき、岡山ジーンズは藍を使った何かものを作るべ

き。 

・自分の意見と他人の意見を受け入れることができた。 

・自分が思っていることを違う意見が出た時は、きちんと自分お意見だけでなく他の意見も

考えて取り入れることができた。 

・相手の考えを理解できるようになった。 

・相手の立場になって物事を考えることができなかった。 

・年齢、住む場所、育ち方が全く違う人たちが集まり、それぞれ考え方があったので、なる

ほどと思いながら話を聞いた。 

・久留米の人と意見を交換できた。 

・よく考え、理解しなければならないが、色々と想像したりあてはめたり、第三者から見た

ときなどもよく連想する。 

・相手がどう思っているか、きちんと聞いて理解しようと常日頃思っているため。 

・（相手を）理解しようとした。 

・集団行動で相手の気持ちをちゃんと読みとれた。 

・久留米の学生さんから見た岡山と、私たちから見た岡山のイメージや印象が違うことで新

たな発見があった。 

・多くの人の意見を多く聞けたことで、深く考えることができた。 

・自分の意見を持つように努力もしたが、相手の感性を理解することにも努めた。 
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・ペアインタビューにて、自分の考えていたこととは違う意見を発言している人がいて、こ

んな考えもあるんだなと勉強になりました。 

・大学でインタビューされた時、相手の意見を良く聞き、共感をもって、話すことができた。 

 

（久留米大学） 

・討論の時、みんなの意見を聞いて、自分は考えできないことをたくさん見つけました。 

・中国デザインの学生は、自分と全く価値観の違う方が多かったです。久留米の印象を聞い

た時、古い建物が残っていて綺麗と言っていたので、古いものに対して、良い印象を持っ

ていることが面白かった。 

・デニムを買う側の意見を考えつつ、デニムを作り側に質問することができたと思う。両方

の意見の違うところ、同じところを見つけようと考えていた。 

・売る側と買う側の考えの違い、求めるものの違いを今回知る事ができ、両方が実現できる

ものとそうでないものも考察できたので、共感をもって受け入れることはできたと思う。 

・そもそも対立が起きるようなテーマではないため、あまり上昇したとは感じられなかった。 

・工場はにおいがきつく、個性的な人々が働いていたが、仕事は立派な職人であると思った。 

・会議で人の意見を取り入れて別の考えを創りだすことができた。 

・相手の意見ばかり、自分お意見ばかりではなく、しっかりと自分の意見をもった上で、他

の人のよい意見も聞く。 

・みんなの意見を聞いて、自分お意見と照らし合わせて、良い意見を出すことができた。 

・街づくりについていろいろな意見交換をした。 

・ジーンズに対し、高価なものでも良いものをかうことが地域貢献につながると思った。 

・インタビューをして、自分の思う久留米の良いところやイメージを持ちながら、岡山の学

生の意見を受け入れることができた。 

 

  これらの根拠コメントを見ると、専門学校生は相手の意見や感性を理解し、共感しよう

とする姿勢が表れていた。対する、大学生は、相手の意見を受け入れるだけでなく、調整

しようとする傾向がうかがえる。大学生は専門学校生よりも年長者であったため、単に相

手の意見を取り入れるだけでなく、それを調整し、ゴールに向かわせようとする様子がう

かがえる。 

 

■「課題発見力」が身についた根拠となる事実や出来事 

ここでの「課題発見力」とは、社会人基礎力で用いられている内容を用い、「現状を分析し

目的や課題を明らかにする力」を指す。 

「課題発見力」でされた根拠コメントは次のとおりである。 
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（中国デザイン専門学校） 

・自分の県でも知らない企業など知ったりと充実させることができた。 

・目的、課題を明らかにし、行動できたと思う。 

・久留米について知ろうとパンフレットや資料を自ら進んで読めた。またもう少し全体的に

ビジュアルを発展させた方が良いとも思った。 

・なるべく他の人の意見を聞くように自分なりに努力しました。 

・慣れないは初めての土地だったので、うまく現状を分析することができなかった。 

・ネットで調べた後、現地に行き、分からないところも見たことで分かる事ができた。 

・岡山と久留米のことについて、ちゃんと考えることができた。 

・（課題発見は）なかなか興味をもてること以外では難しいけれど、情報収集はできる。 

・前は話を聞くだけだったが、自分で調べてみたりするようになった。 

・その時その時の課題をしっかり見つけられた。 

・いろんな方に質問し、自分なりに分析した。 

・岡山と久留米を比べることで、それぞれの良い点、もっと良くなる点を考えた。 

・プロジェクトの開始前は、課題を見つけること自体に興味がなかったのが、様々な立場の

人のお話しを伺って、一つの事柄について深く知りたいと思い、意見を聞くように努力し

ようとしている。 

・目的や課題を明らかにするために、現状を見つめ新たな観点を見出す努力をした。 

・企業の方々のお話しを聞いて、今何が行われているかを知ることができた。 

・聞いた情報を集め、インタビュー時に分析し、発言した。 

 

（久留米大学） 

・今回は岡山ジーンズを作る過程を見学した。機械で藍染めからジーンズの完成品まで結構

手間がかかるので、それは岡山ジーンズが高い理由かなと思った。 

・デニムストリートを訪れた際に結構歩くのに、飲食できるところが少なかったので、もう

少し観光客の休憩処を作る必要があるのではと思った。 

・配付された資料やインターネットをもとに、実際にデニム産業に携わっている人の話をき

くことができ、資料などには載っていない事を知り、両方の知識を照らし合わせることが

できた。 

・何をどうすれば問題を解決することができるかを考えることができたと思う。 

・「ここがおかしい」ということを見つけることはできるようになったが、そこからどうす

ればよいかわからないので、まだまだだと思われる。 

・岡山を訪れて、デニム工場の宣伝力や知名度の低さを感じ、課題だと思いました。 

・プレゼン資料を考える上で、調査内容を振り返り、分析を行った。 
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・久留米も岡山も宣伝があまり上手ではない。親世代がしっていることでも、今の若者はあ

まり知らない情報が多い。 

・実際に現場を見て、工場が汚いなどの問題点をフィードバックすることができた。 

・情報を収集して、分析することができるか、課題を明らかにするためにはまだ時間が必要

だった。 

・久留米と岡山がどんなものがあるのか、その道に詳しい人に話を聞き、実際にその現場を

見ることでどのような人が働いているのかが分かった。 

・資料や見学で情報を収集し、質問し、分析（考察）することができた。 

 

専門学校生は、課題を見つけるというよりは、新たな情報を整理するレベルでの活動で

あった。大学生は、専門外の分野での課題を初めて見るという視点で見つける姿勢にとど

まっていたように考えられる。 

 

 

■今後のキャリアにつながるアクション 

最後に、「今回のプロジェクトで得た経験を、今後、どのように学生生活や進路に活かし

ていこうと思いますか」と尋ねたところ、以下の自由記述が得られた。 

 

（中国デザイン専門学校） 

・今回のプロジェクトが無ければ、久留米という処や久留米絣など人生で知ることが無かっ

たと思う。この経験をもとにもっとほかの同じような地域と比べてみて、岡山を活性化で

きればと思う。 

・今回のプロジェクトで得た主体性や創造力を活かして、今後よりよい製作をできるように

がんばりたい。 

・今回九州という離れた地域に行ってみて、やはり岡山とは全然ちがったし、歴史を大切に

する姿勢という思いがとても伝わってきた。古くからある藍染の技術とジーンズをこれか

らももっと発展していけたらという思いが強くなった。だから、ジーンズについてもっと

学び、知識を他の人たちに伝えていきたい。 

・今後はプロジェクトで得たことを活かしていきたいと思います。 

・初めての土地では、自分の知らないことがたくさんありました。その地の特色や情報を把

握して、知らないことを学んで知識を増やし、自分の視野を広げたいと思いました。 

・今まで関わりの無かった大学生と話ができ、一緒に行動することで、いろんなことがわか

った。それを活用して、自分の生活や勉強につなげていきたい。 
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・岡山の児島でしかできないこと、中国デザイン専門学校でしかできないことを誇りにもっ

て、頑張りたいと思う。 

・もっと何事にも積極的になる。 

・今回のプロジェクトで岡山の繊維産業のことや久留米の藍染めのことなどを知ることがで

き、とても勉強になった。このプロジェクトで少し成長できたところ、できなかったとこ

ろを見直し、少しずつでも伸ばしていけるように頑張りたいと思う。 

・このプロジェクトで社会力がさらについたと感じるので、就活を頑張りたいと思う。 

・学んでいることや周りの環境が違うところに住んでいる人たちと意見交換をすることで、

物事を違う目線で見ることも大切だと思った。 

・自分から行動するようにして、話を絶対に聞き、一度聞いたことは二度聞かないようにす

る。 

・それぞれの地域でしかない技術や歴史を知る事により、仕事の魅力や特色など自分が魅力

に感じる職選びができると思いました。 

・このプロジェクトがあるまで、考えることが無いことばかりだったので、考える機会がで

きて良かったです。 

・2回の調査で、地域ごとの違いや共通する点などがわかった。もっと広い視野を持ち、知

識を増やすことが大切だと思った。 

・今後は、主体性や課題発見力をより伸ばしていけるよう、まずは物事に積極的に取り組ん

だり、人に声をかけることを心がけたいと思う。 

・久留米の繊細な文化に触れ、人間の手で作り出す温かい作品に感動した。自分も繊細さを

意識すると同時に、よりよいあたたかい作品を作りたいと思いました。 

・久留米の大学生や企業の方々と交流することができ、様々なことを知る事ができた。また

地域についてももっと学んでいかないといけないと思った。 

・久留米絣という貴重な織物がつくられる場所へ直接伺いました。今後も守られて欲しいで

す。久留米で学んだ自然の素晴らしさが忘れられず環境を大事にしていこうと思いました。 

 

（久留米大学） 

・今回の調査で、久留米と岡山は地元の産業や文化など良く宣伝することに気付いた。地元

の人に買い物意識を高めるために、プレミアム商品券を販売していることに気付いた。私

の故郷（中国）は久留米より小さい町だった。もし、久留米と岡山のようによく地元産業

が宣伝できるなら、経済状況もよくなるかもと考えている。 

・地場産業について、プロジェクトに参加する前はネガティブな印象だったのですが、工場

の方たちや職人さんには、それぞれ「こだわっていること」があり、それを貫いていると

6-5_中国デザイン_事業報告書.indd   51 2016/02/24   20:55



 

52 

ころが、格好良いと思いました。将来仕事をする上で、私も譲れないこだわりを見つけ、

それを貫きながら働こうと思いました。 

・今回、久留米と岡山での訪問調査で自分のすべきことなどをしっかり把握し、行動に移す

ことの重要さを学びました。今後、就職活動、卒業論文制作などにあたって、自分のすべ

きことを見極め、できることは全力で取り組んでいこうと思いました。 

・全く知らない土地の人たちと共に行動し、違った立場の人たちと同じ問題について考える

という貴重な経験ができた。いつも自分が生活している「世界」を出て、「違う世界」を

みるということは、自分たちの「世界」を改めて知るきっかけになることも分かった。違

った意見、考えも否定せず、受け入れることはこれからの生活で自分の視野を広げる手助

けになると思う。 

・初めて合った人でも上手に話し、意見交換ができる対話力のスキルをもっと活かし、例え

ば面接でも失敗しないような読経を身につけられたら良いと思いました。 

・いつも身近にあるジーンズについて、こんなに学ぶきっかけいは今までなく、今回のプロ

ジェクトがなければ、今後も学ぶことは無かっただろうと思います。物があるということ

は、誰かが作り出しているのだと、いつも感謝の気持ちを持ち続けることが必要です。学

生生活において、自主的に物事に取り組むこと、就職活動においても活用していこうと思

います。 

・全く知らない人と会ってもすぐに打ち解けることのできる能力は、将来営業職に就く際に

かなり使えるので磨きをかけたい。 

・同じ地方同士で交流し、調査を行った。観光が盛んな地域以外でも魅力があると強く感じ

た。まだ岡山に来たことが無い人より、岡山のことを深く知ることができました。岡山以

外にも、他の地方に行き、調査したいと思いました。 

・今回のプロジェクトで得た経験を、これから社会に出る上で大事なコミュニケーション能

力を活かしていこうと思いました。 

・大変勉強になった。少し準備が足りなかった。理論知識があるが、現地調査で実際に調査

するときには、欲しい情報を探すことが難しかった。理論だけでなく、実践も重視しなけ

ればならない。 

・実際に足を運び、現状を調査から知ることで、見えてくる課題があった。それをフィード

バックすることにより、改善できる部分がみえてきたので、KJ法は有効活用していきた

い。 

・久留米調査では、岡山の方々をおもてなししたことで今自分がどのようにすべきか考えて

行動できるようになった。今後はより積極的に行動していけるようにしていきたい。 
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短時間で 2つの学校種の学生が、同じ課題を共有し、企画・改善策を考えるというテー

マのおかげで、相互にかなり意識して歩み寄るための姿勢やコミュニケーションが必要で

あったことが伺える。 

 

５．まとめ 

異なる学校種、異なる専門分野、異なる地域、異なる学年に対し、同じテーマ、同じ内容、

同じレベル、同じボリューム（時間）の授業を一緒に行うという試みであった。企画・改善

案では、それぞれの特徴が表れた成果物がプレゼンされたが、そのプロセスにおいて、相互

交流では「柔軟性」が必要であるということが明らかになった。このプロジェクトを通じて、

学生間で一緒に課題を解決しようとする姿勢やコミュニケーションの取り方が随所に見られ

た。 

当初、専門学校と大学、職業教育と教養教育的な学問という分野の違いは、それぞれの良さ

を再認識する場へと変わっていった。学校種の垣根が懸念されたが、プロジェクトが進むに

つれ、その不安も解消された。短期間に同じ課題を解決しなければならないことで、学生た

ちは相互の協力しなければならなくなったからである。先入観を持たない学生たちは、学校

種という垣根を軽く超えてしまう力があったのである。 

また、地元の良さを相手に伝えるために相互に自分の地域の良さを再発見する機会にもつな

がった。それは、学生だけでなく、このプロジェクトを成功させるために何度も密に連携を

取りながら、プログラム策定を行った教員間の FDにも寄与したものと考えられる。それぞ

れの専門分野の背景を活かしたアクティブラーニングになったことが、今回の成果につなが

る大きな要因であったと考えられる。アクティブラーニングはあくまでも応用・発展科目に

位置付けられる授業法である。専門を通しての実習・演習という形をとるほうが、学びを深

化させることにもつながるものと考えられる。 

 

 

【参考文献】 

・経済産業省（2007）「平成 19年度版 社会人基礎力育成・評価のためのリファレンスブ

ック」http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/h19reference.htm（2015年 10月 15日取得） 

・一般財団法人全国大学実務教育協会（2015）「実践キャリア実務士」教育課程から始める

到達目標達成度評価表（ルーブリック）による新たな質保証方法について」

http://www.jaucb.gr.jp/news/index.php?mode=view&id=120（2015年 10月 15日取得） 
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６.産地コラボレーション実証講座評価 

 

１．新たな取組 

本プロジェクトにおいてはこれまで、デニム関連の教育プログラム開発が中心であったが、

今回久留米大学の協力を得ることでこれまでに無い学生の意識向上に伴う比較研究が可能と

なった。通常、専門学校学生と大学生が共に学ぶことはあっても、異なった地域の学生によ

る異学種交流はあまり例を見ないものであった。デニム・ジーンズの特徴と久留米絣の特徴

を地場産業という目で統合して各自に理解させる手法は奇抜とも捉えられるけれども、他者

の目で地元を理解することの大切さを学ぶことが目的である。 

 

２．今回の特徴 

今回目指したものはデニム・ジーンズに対する岡山と久留米での評価の違いを確認するこ

とであった。通常考えると岡山の地場産業を遠く離れた久留米の学生に評価してもらうこと

は、不十分な情報により異なった評価結果が出ることが予測されるからである。確かに若い

学生はデニムに興味があり、ファッションとして着ることは全国に差は無いものと考えられ

るが、産地である岡山の学生とそれ以外の地域の学生には知識の差があると予測されたから

である。ただ、世界的に販売されているデニム・ジーンズの商品開発に関しては国境も地域

差も無いものであり、若い人々がどう判断するかが問われるところである。 

 

３．効果 

通常は交流のない異なる学校種間での交流であるが、今回の手法により学生達は短時間で

打ち解け、互いに自分たちの役割を果たすことができた。今回用いた交流プログラムにより

目的達成行動を容易く体験できると共に、コミュニケーションを取る必要性から学生達は意

識していなくても気がつくと親しくなっていた。各自の目的を達成する過程において自分の

意見と相手の意見を聞き分けてまとめることによって、他人の言葉を使ってまとめることを

身に付けることができたと言えよう。これは「ちょっとした気づき」ではあるが、現代の若

者には欠けている能力である。 

 

４．まとめ 

デニム・ジーンズの商品開発に欠くことのできない消費者のニーズを集めるための手法と

して、今回の交流プログラムは非常に有効であった。売れる商品を開発することは非常に難

しいことであるが、その手立てとしてのコミュニケーションプロセスを身に付けることがで

きれば、その情報収集能力は新たな商品開発の手段となるものである。今回の事業でマーケ
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ティングを始め、売れ口の商品開発のプログラム作成には非常に効果のある結果をもたらし

てくれたと言えよう。 

さらにこの効果について研修後に能力ルーブリックによる評価を行ったところ、参加した

両校の学生の多くに社会人基礎力で要求されている８つの能力の向上が確認された。久留米

大学の学生は柔軟性、課題発見力、情報収集能力が特に高くなり、中国デザイン専門学校の

学生も柔軟性、課題発見力、社会を知る力が特に高くなっていた。この結果は驚きの効果で

あり、仕事の現状を実際に見て理解することは人間能力の向上につながることが確認できた。

この手法はあらゆる分野で応用可能であろうと推測されるので、実習を伴う実学演習をさら

に拡大する必要がある。 

 

 （プロジェクト実施委員長 平田 眞一） 
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第５章 次年度以降の取組 

●グローバルクリエイターの育成

市場・環境等を含め、グローバルに展開できるクリエイターの育成が必要で

ある。

ジャパンデニムは、その品質において高い競争力を有しているが、日本のデ

ザイン教育における「販売先の国の文化や適正価格、関税・輸送コスト等の

マーケティングとマネジメントの知識」の強化が必要である。

また、語学（特に英語）については、別途、教育基盤整備に取り組む必要が

ある。

●産地コラボレーション

本年度新たな試みとして行った産地コラボレーションは、ものづくりの人材育

成で最も大切である実地での経験を積む機会の提供として、今後も継続的にじ

っそを行う。

学生の意識や意欲、コミュニケーション等の社会人基礎力の養成、また、グロ

ーバルな視点の醸成に効果の高い取り組みである。

●産学連携の強化

本事業で実施した、工場見学・実習等を継続的に実施できる企業との連携体

制の構築と関係強化が課題である。

●学び直し

社会人、女性等の学び直しの講座においては、企業人材ニーズの把握も重要

であるが企業との連携により人材育成を効率よく行うことが求められている。

人材活用に積極的な企業との関係強化を推進する。また、成果物の企業内教

育への活用を推進する。

●教育の質保証と第３者評価

教員の育成、特に産業界の実務経験と技術の進化に対応する育成プログラム

が必要である。

また、企業が認める教育目標と達成度評価指標に基づく教育内容の整備と、

教育の質保証への取り組みが重要である。
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教育目標の明確化、これまでの教育目標とグローバル化を前提とした職業教

育の能力体系の他国とのレベル合わせや情報公開が今後の課題である。

6-5_中国デザイン_事業報告書.indd   58 2016/02/24   20:55



 

59 

久留米大学学生

産地コラボレーション演習の調査報告書
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岡山訪問調査報告書 

 
 情報社会学科 3回生 田中しおり 

 
１．デニムの町岡山 

岡山に研修に行く前にインターネットを使って、岡山について調べた。すると、岡山はおとぎ

話の「桃太郎」にゆかりがある土地であることを知り、「岡山城」や「後楽園」など、インター

ネットで出てくる有名な場所は、歴史がある場所が多いため、岡山は、「ジーンズの町」という

より、「歴史が深い町」というイメージであった。 
 

２．気付かれないジーンズ工場 

ジーンズについて学ぶために、岡山の有名

なジーンズ製造工場に訪れた。どこの工場も

とても立派で、ジーンズが出来る工程も興味

深く、特に、美東有限会社は外観もユーモア

があり、ジーンズに興味がない人でも会社の

風貌などを見て、魅力を感じるのではないか

と思った。 
しかし、どこの工場も、岡山駅から離れた

ところにあり、交通の便もあまりよくなかっ

た。また、調査の初めに配布された岡山のパ

ンフレットにも、ジーンズについて触れてい

るものが少ない印象があった。初めて岡山を訪れる人は、ジーンズ工場の存在すら知らない人は

多いのではないのかと感じた。 
 
３．キーワードは「染まる」 

この「染まる」というキーワードはジーンズ製造

工場で働いている人たちを見て感じたことである。

ジーンズ製造工場で働いている人達の作業着や手を

見ると、藍色に染まっていた。これは長年、ジーン

ズを扱っているのであれば当たり前かもしれないが、

「染まる」のはジーンズだけではなく、人も同じで、

ジーンズを作る側もジーンズの魅力を作りながら知

っていくのではないのかと思った。近年では、若者

のジーンズ離れが話題になっているが、ジーンズを知る機会があれば、若者がジーンズに

「染まる」こともあるのではないかと考える。 
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４．ジーンズストリートの街並み 

今回の訪問調査で「ジーンズストリート」は、ただ、ジーンズショップが並んでいるだけ

ではなく、家庭の洗濯物を干しているかの様に通りにジーンズを吊り下げていた。これは、

ジーンズ産業が栄えている岡山だからこそ出来ることだと思う。 

 
 
５．歴史が深い 

デニムと久留米絣の共通点は、どちらも歴史が深いということである。どちらもかなり昔から

作られたものであるが、その文化は現代にも受け継がれている。久留米絣の後継者問題や、ジー

ンズ産業の衰退など問題はあるが、現代まで残っているということは、どちらも人々に愛され続

けたものであるということに変わりはないと思う。 
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地元再発見！MADE IN JAPANの素晴らしさ 
 

情報社会学科 回生 久貝 理奈

１．岡山の印象 

岡山のイメージは「桃太郎」と倉敷の「美観地区」の 2つのイメージだった。 

景色がきれいで秋なら、紅葉が綺麗だというイメージを抱いていた。

２．岡山現地調査で気づいたこと 

この調査を通して、気づいたことは「日本技術の素晴らしさ」である。真面目で几帳面な日本

人特有の細かい手作業で、制作にはとても手間がかかっていた。

デニムの作り方から加工まで普段見ることのできない世界があった。株式会社ショーワでは、

デニムをつくる機械を社長さんが設計したと聞き、驚いた。ほとんどが手作業でダメージをつけ

たり、加工したりしており、日本技術の素晴らしさを見ることができた。

ジーンズミュージアム＆ヴィレッジでは、デニムの歴史を知り、昔のミシンなどが珍しいもの

がたくさんあった。来る前の岡山県のイメージにはない、アメリカンな雰囲気がそこにはあった。

児島ジーンズストリートは、近くに旧野崎家住宅があり、和と洋の融合で 本の道にたくさんの

デニムを扱った店が立ち並び、独特な雰囲気があった。

３．岡山を表すキーワード 

・高い日本の技術（デニムの製造・加工の技術は世界に誇れるものである。）

・桃太郎（街中や桃太郎ジーンズ、お土産など岡山県の知名度に繋がっている。）

・デニム（デニム工場が多くあり、高い技術に裏打ちされたデニム作りがある。）

４．他の地域と比べての岡山の強み 

・日本の伝統ある技術がある。

・空気が綺麗で、開放的である。

・デニム工場に若い人がいる。（技術がなくならない）
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５．デニムと久留米絣の共通点 

（強み）日本の伝統技術の高さ。手間暇かけた細やかで、高い技術。

（課題）技術を受け継ぐ若者が少ない。若い人がその価値を理解していない。
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科４回生 杜 敬鳴 
１．岡山に来る前のイメージ 

岡山は桃太郎の故郷で、桃が非常に有名なところというイメージしかなかった。しかし、久留

米調査の際に中国デザイン専門学校の横田美帆さんがペアインタビューで「岡山は久留米とちょ

っと似ている感じだ」と話していた。 
5 年前に来日して、この 5 年間私はずっと久留米に住んでいる。そして、久留米は静かで住み

やすい町だと思っている。岡山は久留米と似ているから、岡山も伝統的な町だと想像していた。

そのため、デニム・ジーンズの町やファンションなどのイメージは持っていなかった。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

印象に残ったことものがたくさんある。例えば JR 岡山駅。駅にある乗り換え線から、岡山は
交通の要衝（中国地方と四国地方）として発展していることが分かった。乗り換え線がそんなに

たくさんあって、駅の前に岡山を象徴する桃太郎一行の像もある。非常に立派な駅だと思った。 
また、2009 年に『ハンドル賞』を受賞したテキスタイルメーカーの株式会社ショーワである。
原材料は世界各地からの綿で機械を使って藍染をする場面は非常に印象的であった。久留米絣も

藍染であるが、それは機械ではなく伝統技法で作られる。岡山の藍染めを現代的なファンション

に例えるならば、久留米の藍染めは昔のファンションであろう。 
 
３．岡山を表すキーワード 

キーワードとして、デニム・ジーンズの聖地や高品質、Made In Japan などの言葉が挙げ
られる。児島のジーンズストリートも私の印象に残っているところである。そこはジーンズの商

店街であり、地元のジーンズメーカーのショップがたくさんある。ブランド数も多いし、コンセ

プトやタイプも様々である。 
岡山のブランドの 1 つの特徴として、製品の価格が高いということがある。価格が高くなって
いる原因は高品質の商品が多いからである。この点について、「縫製・加工などの工程が岡山で

行われているだけでなく、こだわりの国産デニム生地を使っているブランドが多いため、品質が

高く、そのぶん高価格になっている」という考え方がある。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

他の地域と言っても、私はずっと久留米に住んでいるので、久留米と比べて、岡山が良いと思

うところを述べたい。確かに久留米は静かで住みやすい町であるが、久留米での悩みの種の一つ

に車が多いことに対して道が狭いということではないだろうか。この悩みは岡山では存在しない

と思う。岡山の道は広いし、路面電車もある。それがあれば岡山の交通は久留米よりずっと便利

であろう。実は私は路面電車の実物を見るのは今回が初めてであり、いつかそれについての調査

を行いたいと思っている。 
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５．デニムと久留米絣の共通点 

デニムも久留米絣もやわらかく丈夫な綿の織物であり、この二つの素材でジーンズを作ること

ができる。しかし、デニムと久留米絣の最も大きな共通点は藍染めにあると思う。 
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岡山訪問調査報告書 

情報社会学科 回生 吉居 千秋

１．岡山に来る前の街のイメージ 
高校時代に友人から岡山のお土産としてもらった吉

備団子のイメージが強かった。また、親戚が岡山に住

んでいて果物をよく送ってくれるので、果物の生産が

盛んな地域というイメージもあった。 
中学生の頃、テレビでジーンズストリートの特集を

している番組を見た記憶もうっすらとあり、ジーンズ

の聖地というよりも「岡山にはジーンズストリートという通りがある」という印象を 
持っていた。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

岡山の印象は田舎すぎず都会すぎずで、 久 留

米の街の雰囲気と似ていると感じた。また、 岡 山

で会う人々は優しくて暖かい方が多かった。 今 回

のプロジェクトで共に参加した中国デザイ ン 専

門学校の方々ともたった 4 日間の交流であ っ た

が、想像を超える仲の良い関係を築き上げ

ることができた。プロジェクトに参加しな

ければ出会うことのなかった他の地域の仲間だと思うと、それだけ

でも参加した意義を感じた。 
工場見学では、普段何気なく着用しているジーンズの生産工程を

１から見ることができ、１本のジーンズを作りあげるのに沢山の

人々の思いや努力が詰まっていることを知ることができた。 
美東有限会社では私も知っている身近なブランドのジーンズを袋詰めしている場面に出会うこ

とがあり、「ここから生まれたジーンズだったのか」と親近感が湧いた。ジーンズ工場の見学を

終え、世の中にある物は様々な人々のおかげで生まれているのだと、ものづくりのすばらしさに

感謝の気持ちを持った。 
 
３．岡山を表すキーワード 

・吉備団子…とても好きな岡山のお土産だから。 
・住みやすさ…久留米に似ていることから、岡山の街の雰囲気も住みやすそうな印象を受けたか

ら。 
・伝統のある街…世界に誇れるジーンズの産地であり、その生産技術は受け継がれていくべきで

あるから。 
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４．他の地域に比べての岡山の強み 

岡山の場所は、九州にも関西にもすぐ行ける丁度良い所に位置している。そして岡山の人々は

思いやりのある方が多く、久留米でいう「ほとめき」（おもてなし）のマインドが岡山にもあっ

た。なにより世界に誇るジーンズの産地であることは、日本の誇り だ

と思う。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

一つ目は、どちらも世界に誇る技術

によって作り上げられていることであ

る。二つ目は、その技術を受け継ぐ人が

必要であること、そして三つ目は、長い

間、製品を高い品質のまま使用すること

が可能であることである。 
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科３回生 山本 紗也子 
 

⒈ 岡山は久留米のような町  

岡山駅に到着するまで、岡山は久留米のようにどちらかと言えばローカルなイメージが強かっ

た。広島には行くことはあるが、岡山まで行く機会は今まであまりなかった。実際に岡山駅に到

着すると、10 年以上前に訪れた時の記憶とは異なり開発が進み変化していた。ビルが多く並び、
駅の近くには大きなショッピングモールもあった。到着するまでに思い描いていたイメージとは

全く異なり、岡山は街というイメージに変わった。また、グルメでは、お土産に欠かせない『き

びだんご』のイメージが強かった。 
 
２．本当の岡山 －日本人ならではの技術を持つ岡山－ 

今回の現地調査で気づいたことは、デニムは一つ一つきめ細やかな工程を手作業で行う日本人

ならではの技術の素晴らしさであった。ダメージ加工やレーザー加工はとても印象的であった。

ジーンズ工場の職人さんは「一つ一つが手作業なので同じジーンズはない」と話されていた。工

場は機会の大きな音や染料などの独特な匂いがしていた。 
 
 

３．

デニ

ムの

町

－き

びだ

んご

から

デニムのイメージに－ 

岡山に訪問する前は、「岡山＝きびだんご」のイメージしかなかったが、実際に岡山に足を運

んでみると、３１もあるデニムショップの多さに驚いた。今回の調査で岡山のイメージがデニム

の町に変化した。 
 
 
４．ジーンズストリート –岡山ならではの雰囲気— 

岡山のジーンズストリートは、他のどの県にもない岡山だけのとっておきの場所である。町並

みの雰囲気は湯布院を思わせるのどかさの中にデニム・ジーンズのお店が３１店舗も並ぶ。他に

も、岡山ではデニム・ジーンズの工場見学もでき、アウトレット商品を買うこともできた。町全

体がジーンズに関連しており、この場所の雰囲気がとてもいいなと感じた。 
ストリートの中に飲食店がもっと増えると観光客にも優しくなり、もっと活気がでるストリー
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トになるのではないかと考えた。 
 
 
⒌

藍

染

・

興

味

を

持つ若者の減少

デニムと久留米絣は藍染をキーワードに繋がっている。どちらも藍で染めていく技術を大切に

している。デニムと久留米絣にとって藍という染料は必要不可欠である。 
しかしこれらの伝統に興味を持つ若者が減少してきていることもこの２つの地域が抱える共通

の課題でもある。 
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岡山のジーンズ産業について 

情報社会学科３回生 梅野理子

１．岡山に来る前のイメージ 

当初イメージも浮かばない位に岡山を知らなかった。「大阪京都に行くまでの通過点」くらい

の知識しか持ち合わせていなかった。広島の先であり、大阪の手前のため周りの県の影響を受け

て「久留米よりは都会だろう」くらいであった。お土産も「きびだんご」というワードがたくさ

ん出てきたので「桃太郎が有名なのだろう」くらいのイメージであった。

２．岡山調査で気づいたこと 

岡山は大変コンパクトのある街であった。岡山駅の中は言わずもがな商業施設やお土産屋さん

などがあり、にぎやかだったが、児島など一歩離れた所に行くと自然豊である。地域で発展した

特産品がしっかりと根付いている地域だと感じた。

３．岡山を表すキーワード 

「自然と都会が融合するものづくりの街」が岡山のイメージキーワードである。少し長いキー

ワードだがこの一言がピッタリではないかと考える。都会は、岡山駅、岡山市周辺のことを指す。

そして、自然は、児島を始めとした岡山市郊外を指している。児島はジーンズ産業が盛んで工場

やジーンズロードなどがあるが、周囲の山々は紅葉が赤く色づいており、すぐにでも自然と触れ

合うことができる。このように都会と自然との融合がうまくできている街だと考える。

「ものづくりの街」というワードは「ハレマチ特区 」というパンフットを見てのことであ

る。パンフレットにはジーンズを始めとする、倉敷いぐさ、玉島だるま、倉敷手まり、倉敷結紐

など、様々な工芸品があり、伝統が県全体に息づいていることが伝わってくる。伝統が根付いて

いるだけでなく、その他にも様々な品物がブランドとして成り立ち存在している。伝統と産業が

長く続けば続くほど、ものづくりのブランド力がより強まるのではないのかと考える。

４．他の地域と比べての岡山の強み 

岡山県には特産物が多く存在している。中でも注目したのが「三宅商店のｍｔ（カモ井加工株

式会社）」である。ｍｔ通称マスキングテープなのだが、ここ数年ノートのデザインや手紙の包

装など、様々な場面でおしゃれ好きな女性や、可愛いのが好きな女性に人気があり、多く使用さ

れている。私もマスキングテープをあまり使う機会がないのにも関わらず、ｍｔは柄が可愛く思

わず何個も買ってしまった。その有名なｍｔが岡山で生まれた会社だということは知らなかった。

他にもパンフレットを見ているだけで購入してしまいたくなるような品物が沢山あり、「いい

ね」と賛同できる商品が多かった。

久留米も絣を始めとした工芸品はあるが、はっきり言って若い人を対象とした特産品やグッズ

が皆無に近いと感じる。それと比べると岡山は老若男女問わず、購買意欲をそそる品々が多く存

在しているところに商品力の強みがあると考える。
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５．デニムと久留米絣の共通点 

まず、「藍染め」が共通点として挙げられる。地場産くるめを見学した際に藍染めの説明や工

程のビデオを観ていかに手作業が大変なのかを学んだ。ジーンズは大量生産に適した工程で染め

る作業を機械で行うが、「藍染め（インディゴ）」という点ではたいへん貴重な共通点だと考え

る。作る工程に共通点があれば、互いに良いところを参考にでき、さらに別の産物が生まれるか

もしれない。

次に「手作業」という点が共通点として挙げられる。訪問調査前のデニムのイメージは、大量

生産で全工程を機械で行い、人の手は全くと言っていいほど加わっていないものだと思っていた。

それに対し、久留米絣は手作業が多く、長い時間をかけて一つの作品を作り出している。作る際

にデニムは人間の手が加わっていないと思っていた。しかし、その考えは大きく違っていた。

「美東有限会社」では、機械が作るデニムではなく、人が作るデニムであった。デニムに付ける

皺のあと、ダメージ加工、汚れ等デニムの加工全てが人の手により作られているものであった。

一人ひとりが自分の役割をもち、作業分担をした上で出来上がっているデニムは、時間をかけた

久留米絣となんら変わらない日本人が手掛けるものづくりであった。
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岡山訪問調査報告書 
国際文化学科２回生 大石 斉寛    

１．岡山に来る前のイメージ 

私自身が岡山にスノーボードをするためによく行くので、自然豊かなイメージが強かった。

都会というより田舎に近いイメージだ。それも岡山市外のイメージであるため、岡山市内への

イメージも勝手ではあるが田舎なのだろうと想像していたのが本音である。他には、桃太郎、

吉備団子があるというイメージぐらいしか持っていなかった。 
 
２．岡山現地調査で気づいたこと 

最初に感じたことは、岡山は自分が思っていたよりも都会だということだ。新幹線で岡山駅

に到着すると、多くの高く聳え立つ駅前のビルや、ショッピング街などを目の当たりにした。

福岡の博多や天神などの繁華街と同様だった。自分が知っている自然豊かな岡山のイメージと

は異なる風景が広がっていた。 
次に感じたことは、観光地としての岡山の素晴らしいホスピタリティである。岡山市内の観

光地と駅の連携がものすごくスムーズかつアピール・宣伝がうまいということだ。岡山を一人

で回ろうと思い、観光案内所に行くと、まず案内所が二つあり、その両方がともに年中無休で

２人以上のスタッフが常にカウンターにおり、パンフレット、ポスターが所狭し置かれている。

何も調べずに初めて岡山に来た人が居たとしても、岡山に何があるのかが一目でわかるだろう。

さらに、そのパンフレットにはクーポン・割引券（例：後楽園入場料金割引など）が一緒に掲

載されていて、観光への意欲を増幅させられる。案内所のスタッフの対応も凄かった。その人

自身の今日の宿泊施設の位置、予定、時間などを考慮し、その人自身が一番楽しめる観光プラ

ンを提案し、分かりやすく行き方、帰り方までも丁寧に教えてくれる。岡山の観光地と駅の連

携は、とても驚かされた。 
そして、岡山の交通の便の良さにも驚かされた。市内には、バスはもちろんのこと、路面電

車も走っており、両方ともに５分おきに次の便が来るダイヤになっていた。さらに、路面電車

のホームには電子掲示板があり、次の電車が何分後に来るのか分かりやすく表示されていた。 
岡山のジーンズの歴史や工場の見学を通して、岡山は国内外の文化や技術を積極的に取り入

れている印象が強かった。 
 

３．宣伝上手のおもてなし 

岡山は本当に宣伝するのが上手だと感じた。そして、その PR から実際に観光地に行っても
らうための多くの工夫がなされていることを多々感じた。案内所の場所、営業時間、スタッフ

の対応、すべてが観光地に行ってもらうために積極的かつ無駄のないスムーズな案内に感じた。

そして、実際に観光地に行っても多くのイベントをするなど、各観光地も来てくれたゲストの

ために頑張っていると感じた。そして観光地同士も互いに宣伝しあっており、繋がりがしっか

りできているとかんじた。 
 
４．個人的見解としての岡山の「いいね！」 

岡山は他の県に比べていいところが多々ある。今回は自分の地元の佐賀と比べてみた。岡山
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は佐賀に比べて本当に交通の便がいい。市内なら自家用車がなくても生活できるのではないか

と感じた。 
全国に知られている特産物が多くあるところが佐賀に比べていい。吉備団子をはじめ、桃太

郎や桃、ジーンズも含め一目で岡山と分かる特産物があるのは他県との差別化という点で強み

である。 
 
５．「藍」と職人の「愛」 

岡山のジーンズと久留米絣の共通点は、やはり「藍」染めにあると思う。久留米は天然物、岡

山は人口物という違いはあるものの同じ「藍」という色、雰囲気、あじなどを互いに最大限に引

き出せている。 
そして、もうひとつの共通点は、互いの職人さんの商品への「愛」である。久留米の工房、

岡山の工房の２つの工房に見学したが、工房内や過程を教えてくれた職人さんはどちらも、自

分の子どもの自慢をするように、こちらが質問した時も嬉しそうに答えていた。もちろん技術

や長年の経験など、全国に知名度の高い商品を生み出した職人技を持っていることはもちろん

である。それ以前に職人さんたちの「藍」に対する「愛」が商品力を高め、多くの人々に受け

入れられるになったのではないかと考える。 
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岡山―久留米の産地を比較した検証結果 
 

情報社会学科３回生 馬渡 祐弥 
 
 

１．岡山に来る前のイメージ 

この訪問調査で訪れるまで岡山県には行ったことがなく、どんなイメージがあるのかさえつか

めていなかった。ただ何となく久留米と同等か、あるいは少しくらいは都会ではないかというお

ぼろげなイメージであった。 
 
２．岡山現地調査で気づいたこと 

まず、岡山という地域的特色だが、全体的に土地が広く、交通面では整備が行き届いている。

町も活気があり、交通量も久留米顔負けで、やはり大都会という感じであった。 
しかし、どこのお店も「製造過程は撮ってもいいが、ロゴは撮らないでほしい」という店が多

かった。知的財産権の問題もあると思うが、自分たちの商品をあまり外に出したくない、といっ

た閉鎖的な印象を受けた。 
 
３．岡山を表すキーワード 

岡山県のキーワードは、まず「うどん」である。 岡

山県はデニムのほかにもうどんが有名であり、本 場

香川県と引けをとらないほどである。「セルフう ど

ん」と「ぶっかけうどん」のシステムは、岡山県 発

祥であった。なぜうどんが有名になったかという と

デニムに関係していた。その理由は昔デニムジー ン

ズの生産に力を入れ始めたころ、たくさんの人がそのデニム関係の仕事を求め岡山県に集中し、

その人たちに向けてたくさんのうどん屋が出店したことがきっかけで今に至るそうである。この

ようにデニムが栄えたからこそうどんが普及し、うどんがたくさん生産されたからこそ、デニム

もまた活気づいたという関連性があった。 
 

４．他の地域と比べの岡山の強み 

前述のとおり、道路などの交通に関して十分に行き渡っているところと、それに後れをとらな

いきちんとした交通整理である。特に駅前は大変混雑するところであるが、久留米市の駅前はご

った返しているのに対し、岡山県の駅前は各車線に対する誘導線が引かれてあり整然としていた。

原付専用の線まで書いてあるのには驚きであった。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

デニムと久留米絣の共通点は、どちらも藍染を使っている点であり、どちらも昔ながらの技術

と現在の技術、どちらも織り交ぜて後世に伝えていこうという姿勢である。地域振興のため、そ

の伝統の保持のため奮闘する姿は美しく、どちらも残していくべき伝統である。 
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科 3回生 長友 亮太 
１．岡山に来る前のイメージ 

桃太郎が有名であるため、桃や吉備団子の印象が強かった。また、本州にあるので都会なのだ

ろうと感じていた。しかし、実際行ってみると久留米のような風景の街並みもあり、自然にも恵

まれていた。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

最初に岡山に来て感じたのは、道路の車線がとても細かく整備されていることである。久留米

は道が狭く、道路の白線等が消えかかっているところもあるが、岡山は対照的と言っていいほど

綺麗に白線が引かれていた。しかし、あまりその線を守っている車が少なかったのはもったいな

く感じた。 
 
３．岡山を表すキーワード 

岡山のキーワードは「ビジュアル」である。ジーンズストリートでは、道路がジーンズ色に塗

ってあり、街並みはジーンズが干してあるようなオブジェや、おしゃれな形の建物があり視覚で

も楽しめる空間となっていた。他にも、岡山駅の球体型の噴水や、近代的な外観のイオンモール

からもビジュアル的なイメージを受ける。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

自分たちが推したいものを ジーンズストリートなどのように、形にして表現することができ
るのはクリエイティブでとても良いと思った。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

共通点としては、デニムも久留米絣も「一度は流行のファッションとなった織物だ」というこ

とがまず挙げられる。デニムは労働着として誕生し、久留米絣は井上伝の発明で誕生したと伝え

られている。誕生した経緯と年代は違うが、どちらも民衆の間に広く広まったのは事実であり、

それは大きな共通点である。 
製品の特徴から見てみると、どちらも色落ちなどの経年変化を「味」として楽しめる布製品だ

ということがある。これも共通点として挙げられるのではないかと考える。 
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デニム・ジーンズ産地調査報告書 
 

情報社会学科３回生 田中 未紀 
 
１．岡山に来る前のイメージ 

岡山は桃やぶどうが名物だということから、久留米でいう田主丸のような長閑な場所だと思っ

ていた。しかし、訪れてみると岡山駅周辺は、人通りも多く、大きなショッピングモールが建ち

並んでいて、想像以上に栄えていた。久留米よりも博多に近い都心部の街並みであった。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

最も印象に残っている訪問先はジーンズ加工をしている美東有限会社である。ダメージジーン

ズや加工が入ったジーンズが好きでよく着用しているため、とても興味深かった。自分が普段穿

いているジーンズがこのような形で加工されているのかと近くで見学することができ、その技術

と生産工程は大変勉強になった。 
 
３．岡山を表すキーワード 

岡山のキーワードとしてはまず「デニム」である。様々な工場を見学したが、やはり岡山はデ

ニムの街なのだと実感させられた。また、ベティスミスの施設には、海外からの観光客も訪れて

いることから、これからさらに世界に岡山のデニムが広まっていくことを期待している。 
二番目は「桃太郎」である。私が岡山と聞いて最初に浮かんだものが桃太郎だった。岡山駅の

前には桃太郎の銅像があり、多くの人が集まって写真を撮っていた。また、桃太郎ジーンズとい

う有名なブランドの名前にも使われており、桃太郎というのは岡山を象徴するものなのだと再認

識した。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

私が岡山に来て、いいなと思ったことは、都市化しているところと長閑なところが別れている

ところだった。岡山駅周辺は、ショッピングモールがあることから、若者が非常に多く、現代的

な場所だった。しかし、デニムの工場などがあった児島は畑や田んぼが多く、少し田舎で落ち着

いた雰囲気の場所だった。今、地方から若者が減っていると問題にされているが、岡山は若者で

も住みやすいと思える街なのではないかと思った。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

今回の調査で、デニムも久留米絣も繊細につくられているのだということが分かった。デニム

の生地制作には多くの工程があり、工場を見て回った際もたくさんの機械があり、大変な作業で

あることが分かった。 
また、久留米絣は、ひとつひとつの作業に時間がかかる。藍染めの工程では、何度も染めて、

あの綺麗な藍色にしていることを調査から学んだ。どちらも手間暇かけてつくられている素晴ら

しい伝統ある産地の名物という共通点を持っている。 
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岡山訪問調査報告書 
情報社会学科３回生  澤岻 夏海 

 
１．岡山に来る前のイメージ 

事前に岡山に本社のある企業を調べたが、知っている企業はベネッセのみだった。ベネッセの

本社があることから、幼少期から学習意欲が高い地域ではないかという印象を持った。次に日本

三大庭園の後楽園がありという印象である。中国地方は移動の際の通過点になりやすのではと思

った。「のどか」という印象を持っていた。 
  
２．岡山調査で気づいたこと 

デニム工場見学などを通して気づいたことは、桃太郎ジーンズなど一本当たり 3 万円の高級ジ
ーンズもあれば、アウトレットで販売されている一本 2000 円程度のジーンズもあり、ジーンズ
と一括りにできない価格の幅が広いことである。ジーンズ工場をいくつか訪問したが、伝統を重

んじているような古い工場から、若者が音楽を聴きながら明るくラインを組んでいる工場など、

工場にも様々なタイプがあり、それぞれ特色が出ていて面白かった。 
 
３．岡山を表すキーワード 

キーワードは、「ジーンズ」と「桃太郎」である。「ジーンズ」については、ジーンズ工場の

多さ、そして井原・児島・倉敷など地域ごとにそれぞれがジーンズで有名であることから、ほか

の県には絶対負けないこだわりを持っているのだろうと感じた。 
 「桃太郎」については、書物が見つかっていること、JR 岡山駅には桃太郎の銅像が立っている
ことなど至る所で桃太郎を目にすることが多かったので岡山を象徴するものだと考える。 
桃太郎ジーンズはどちらのキーワードも入っているので、岡山を象徴するには最適なワードだ

と考える。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

JR 岡山駅と、駅の向かいにあったイオンを少し散策したのだ、買い物するとしたらこの二つ
で十分だし、駅周辺で一日過ごすことができるという利便性の高さが良いと思った。他に、四国

や兵庫・大阪へのアクセスがスムーズで良いと思う。また、街を行く人がお洒落で久留米と比べ

ると上品に感じた。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

共通点として二つほど挙げられる。一つ目は、伝統を重んじていると同時に革新を目指してい

るところである。デニムはいろんな形に進化しており、小物としても商品化されている。久留米

絣も同様に、小物や若者向けの浴衣が売られている。 
 二つ目は、若者の稼ぎ手を求めているということである。双方とも、若手の職人不足という問
題を抱えていた。若手の人材が確保できなければ、伝統の継承にも問題が出てくるであろう。 
今回の調査で、これらの伝統品は、地域の象徴としても、町おこしをするにあたってもとても

重要だと感じた。職人不足などの問題点の改善に向けても今後注目していきたい。 
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科３回生 盛 立 
 
１．岡山に来る前のイメージ 

岡山は桃の生産地として有名である。そして NPO が発表した「田舎暮らし希望地域ランキン
グ」で岡山県は 2012年度 2位、2013年度に 3位にもランキングしているということを資料で調
べた。また、桃太郎ジーンズというブランドのジーンズは欧米でも人気で、値段が高いジーンズ

であるということである。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

今回の調査で印象的だったのは、株式会社ショーワ、美東有限会社、ジーンズの博物館、児島

ジーンズストリートの見学である。株式会社ショーワは織物を作っている専門会社で、デニムや

ダンガリーなどのカジュアル布地が中心である。そこは久留米絣の藍染と違い、大量の機械を使

っていることで、労働力の削減が行われていた。美東有限会社ではジーンズの縫制、加工を見学

した。特に擦り、破きの工程を初めて見た。普段着ているジーンズはこうやってできていること

に驚いた。ジーンズ博物館では、ジーンズを作るためのミシンをたくさん見学した。オーナーさ

んから、ジーンズを作り終わるまで、11 種類のミシンを使う必要があると聞いた。そして、博
物館では、ジーンズサンプルもたくさん展示されていた。また、別の博物館では、ジーンズを作

る過程を紹介していた。そこではジーンズの擦り体験ができた。ほかは体験工房、工場とアット

レットもあった。値段は学生にとっては高価格であった。 
 
３．岡山を表すキーワード 

  ジーンズの町、桃がおいしい、工業都市などのキーワードが挙げられる。岡山のショップでは、
よく白桃が売られている。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

  久留米より交通が便利である。そして、布地を販売するところが多い。 
岡山の主婦たちはハンドメイドが、他の地域より上手だと思う。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

久留米と岡山の共通点は藍染だと思う。布で衣装を作るところも共通点である。 
相違点は、久留米絣のほうが伝統的、デニム製品のほうがファション性が高いと思うところで

ある。 
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科４回生 本多 明季子 
 
１．岡山に来る前のイメージ 

岡山に来る前は、ジーンズのイメージなどは全くなく、やはり童話「桃太郎」のイメージが強

くあった。きびだんごが名物で和風かつ古風な田舎の街並みを想像していた。しかし、現地に行

ってみると想像していたような街並みとは違い、駅周辺はビルも多くとてもにぎわっていた。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

ジーンズミュージアムに見学に行き、ジーンズの長い歴史を知り、もともとは作業をしやすい

ように大きめなものを着用していたということや、インディゴを使い染めることで害虫をよける

効果もあったということを調べることができた。 
 
３．岡山を表すキーワード 

・ジーンズ…ジーンズストリート、ジーンズミュージアムなどを訪れ、ジーンズの生産が盛んで

あることが分かった。 
・塩田…ジーンズストリートの途中にある、「旧野崎家跡」を訪れた。昔は海を埋め立て塩田を

つくり製塩業が盛んに行われていた土地であったことが分かった。とても見どころがあ

り昔の倉敷市をイメージすることができた。 
・桃太郎… 童話桃太郎の銅像が駅にもあり、世界にも発信されている桃太郎ジーンズがモノづ

くりブランドとして有名である。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

旧野崎家や桃太郎など歴史的な文化や良さを残し伝えながらも、ジーンズというアメリカンで

近代的なモノで発展を続けているところが、この地域の強みだと思った。 
 
５．デニムと久留米絣の共通点 

まず色が近いという共通点がある。ジーンズも久留米絣も藍色を使用している。そして、デニ

ムと久留米絣はどちらも人の手間がかかっており、職人技が見られるところが共通している。近

代的でアメリカンなイメージのデニムと古風で和のイメージの久留米絣とでは全くテイストが異

なるが、どちらにもただの衣服としての役割だけでなく、害虫を避ける効果や整腸作用、繊維を

強くする効果などもあり、染めるための原料が大きな効果を果たしているところが共通している。 
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岡山訪問調査報告書 
 

情報社会学科 ４ 回生 和泉 利枝 
 
１．岡山に来る前のイメージ 

岡山に行く前は、どの位置に岡山があるのかさえも正直わかっていなかった。しかし、岡山の

学生と意見交換をした際に、岡山は日本のデニムづくりの発祥の地であり、歴史が長いというこ

とから、デニムの街というイメージを持つようになった。その他にも、桃太郎のゆかりの地とい

うことで、桃太郎ときびだんごが有名というイメージもある。 
 
２．岡山調査で気づいたこと 

岡山での見学を通して気づいたことは、まず岡山駅周辺がにぎわっていたことである。若者が

ショッピングを楽しむことのできるイオンやその他のデパートが駅近くにあり便利である。 
次に、デニムの発祥の地ということで児島ジーンズストリートやジーンズミュージアムなどの

デニムに関するスポットが充実していることである。児島ジー ンズストリートは近くに旧野崎
家があるためか古風な風情を感じられる町並みが、観光地らしいイメージになっていた。しかし、

販売されているデニムの単価が高く、学生が購入できる金額としては手が届くものではなかった。 
また、岡山の街は、行き交う人があいさつをよくしてくれ、とても感じがよかった。岡山の学

生と交流し、岡山の人はすごく親しみやすい人が多いという印象を持った。 
 
３．岡山を表すキーワード 

キーワードの一つ目はデニムである。岡山はデニム発祥の地ということで工場や店舗がたくさ

んあるからである。 
二つ目は倉敷市である。倉敷市は観光名所として有名であるが、旧野崎家などではゆったりと

した時間が流れており、もう一度行きたいと思わせる空間があった。 
三つ目は、瀬戸内海である。瀬戸内海に面しているため魚介類が豊富でおいしいという特徴が

ある。 
 
４．他の地域と比べての岡山の強み 

デニム発祥の地として、ジーンズミュージアムなどを作り、いろんな人に伝えようとしている

ところが良いと思った。また、ジーンズ作り体験もできるため、見るだけではなく体験もできる

ところが良い。歴史的な建造物が多く、風情を感じられ散策にはちょうどよい場所が多かった。 
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1 
 

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
大
森

ま
な
み
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
大
森
ま
な
み
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

全
く
知
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
し

た
ね
。福
岡
市
や
博
多
な
ど
の
都
会
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、

久
留
米
市
は
研
修
先
が
決
ま
っ
て
も
見
当
も
つ
か
な
い
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

    
  

 

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

ま
ず
、
建
築
物
の
造
形
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
で

す
ね
、
形
の
良
い
建
物
が
並
ん
で
見
栄
え
は
良
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
久
留
米
市
広
報
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
全
然

だ
め
で
し
た
。
高
齢
者
の
方
は
喜
び
そ
う
な
と
こ
ろ
は
多

く
載
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
若
者
に
ピ
ン
と
く
る
よ
う
な

場
所
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

最
初
に
「
交
通
」。
車
で
は
な
く
利
便
性
の
ほ
う

で
す
が
、
西
鉄
、

両
駅
と
も
そ
の
駅
か
ら
主
要
の
場
所

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
乏
し
く
、
ま
た
は
っ
き
り
と
は
わ
か
り

づ
ら
か
っ
た
で
す
。
次
に
「
観
光
」。
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お

り
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
ほ
か
に
、
そ
こ
か
ら
行
け
る
観

光
地
へ
の
行
き
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
良
く
な
い
で

す
ね
。
し
か
し
、
何
事
に
も
「
一
生
懸
命
」
に
取
り
組
む

姿
勢
は
何
よ
り
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

ま
だ
一
日
の
前
半
で
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

一
つ
だ
け
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
の
想
像
し
て
い
た

場
所
よ
り
汚
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
と
て
も
清
潔
で
あ
る
と

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

と
に
か
く
ラ
ー
メ
ン
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。

本
当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
久
留
米
市
に
関
し
ま
し
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
く
る
っ
ぱ
」
を
も
う
少
し
流
行
り
の
ゆ
る
き
ゃ

ら
に
近
づ
け
る
努
力
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

手
厳
し
い
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
か
ら
し
て
み
た
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ

る
観
光
地
も
旅
行
者
か
ら
見
れ
ば
全
く
見
知
ら
ぬ
土
地
で

あ
り
、
そ
こ
ま
で
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
町
の
環
境

保
全
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。 

 

（
文
責
・
馬
渡
祐
弥
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
３
回
生
）     
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2 
 

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
小
野

尚
人
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
小
野
尚
人
さ
ん
（
写
真

右
・
中
国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
１
年
生
）
に
、
久
留
米
の

印
象
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年

十
月
二
十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
の
こ

と
は
正
直
あ
ま
り
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
福
岡

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
て
、
都
会
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
都
会
と
い
う
よ
り
、

ご
飯
が
お
い
し
く
ゆ
っ

た
り
と
し
た
場
所
と
い

う
印
象
で
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

久
留
米
に
は
初
め
て
来
ま
し
た
。
高
良
大
社
に
行

き
ま
し
た
が
、
景
色
が
と
て
も
綺
麗
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
久
留
米
大
学
に
は
大
人
っ
ぽ
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
と
い
う
こ
と
て
も
印
象
的
で
し
た
（
笑
）

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

久
留
米
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ま
ず
、
ラ
ー
メ
ン
、
焼

き
鳥
、
高
良
大
社
と
い
っ
た
グ
ル
メ
の
面
で
す
。
今
日
の

お
昼
に
ラ
ー
メ
ン
の
龍
野
家
に
行
き
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

ま
し
た
が
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
夕
飯
の
焼
き

鳥
が
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
久
留
米
大
学

で
す
。
大
学
が
と
て
も
大
き
く
て
驚
き
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
の

番
良
い
所
は
景
色
で
す
。
高
良
大
社

に
行
っ
た
際
に
一
番
上
ま
で
階
段
を
上
り
見
た
景
色
は
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。
久
留
米
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
最
初
に
行
っ
た
石
橋
美
術
館
も
所
々
に
綺

麗
な
バ
ラ
が
あ
り
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
久
留

米
は
松
田
聖
子
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
芸
能
人
が

い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
を
観
光
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
最
初
は
全
く
久
留
米
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
色
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
く
う
ち
に
、
と
て
も

楽
し
く
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
の
お
気
に
入
り

は
な
ん
と
い
っ
て
も
久
留
米
の
景
色
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

小
野
さ
ん
は
、
久
留
米
の
景
色
を
と
て
も
気
に
入
っ
て

く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
最
初
は
全
く
久
留
米
の
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
小
野
さ
ん
で
す
が
、
久

留
米
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
残
り
の
１
日
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
久

留
米
の
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
久
留
米
の
こ

と
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

（
文
責
・
山
本
紗
也
子 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）

6-5_中国デザイン_事業報告書.indd   84 2016/02/24   20:55



3 
 

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
雲
岡

夏
未
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
雲
岡
夏
美
さ
ん
（
写
真

左
・
中
国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
１
年
生
）
に
、
久
留
米
の

印
象
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年

十
月
二
十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知

る
ま
で
、
久
留
米

の
こ
と
は
正
直
何

も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
久
留
米
と

い
う
よ
り
、
福
岡

の
博
多
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
と
て
も

強
か
っ
た
で
す
。

Q

今
日
、
久
留

米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た
こ
と
や
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
市
は
自
然
が
豊
か
と
い
う
印
象
が

と
て
も
強
い
で
す
。
高
良
大
社
に
行
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
市
内
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
景

色
が

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

久
留
米
に
つ
い
て
今
ま
で
知
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
久
留
米
絣
の
資
料
館
を
見

学
し
、高
良
大
社
の
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
然
と
久
留
米
絣
が
と
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
久
留
米
大
学
に
は
面
白
い
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
（
笑
）

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

今
回
初
め
て
久
留
米
に
来
ま
し
た
。
久
留
米
に
到

着
し
、
最
初
に
思
っ
た
こ
と
は
、
の
ど
か
だ
な
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
都
会
の
よ
う
に
賑
や
か
と
い
う
よ
り
は
、
田

ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に

久
留
米
の
町
を
バ
ス
で
通
る
と
、
ど
こ
か
親
近
感
が
わ
く

よ
う
な
場
所
で
し
た
。

 

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

今
回
の
久
留
米
観
光
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
久
留
米
大
学
の
生
徒
、
先
生
方
は
優
し
そ

う
だ
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

雲
岡
さ
ん
は
、
と
て
も
明
る
い
性
格
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
と
て
も
楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
留
米

訪
問
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
久
留
米
は
い
い
と

こ
ろ
で
す
ね
と
言
っ
て
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
岡
山
の
専
門
学
校
で
は
、
洋
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
、

製
作
す
る
と
の
こ
と
で
、
形
は
違
い
ま
す
が
、
情
報
社
会

学
科
の
、
情
報
を
ま
と
め
、
加
工
・
分
析
し
、
発
信
す
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
少
し
似
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

彼
女
に
も
う
少
し
久
留
米
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い 

と
思
い
ま
し
た
が
、今
回
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
ま
た
久
留
米
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

次
回
は
私
が
岡
山
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

岡
山
の
魅
力
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
文
責
・
山
本
紗
也
子
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
３
回
生
） 
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
齊
藤

楓
さ
ん
の
場
合
～

写真1枚 

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
齊
藤

楓
さ
ん
（
中
国

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
漢
字
で

ど
う
書
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
久
留
米
に
つ

い
て
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
印
象
と

し
て
あ
っ
た
の
は
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

     

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

お
昼
に
高
良
大
社
を
登
っ
た
の
で
す
が
、
自

然
が
豊
か
で
街
並
み
も
の
ど
か
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、建
物
や
ビ
ル
の
雰
囲
気
が
岡
山
と
似
て
い
た
の
で
、

初
め
て
来
た
場
所
で
す
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

「
タ
イ
ヤ
」
で
す
。
久
留
米
大
生
の
方
も
自
己
紹

介
で
何
人
か
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、「
ブ
リ

ジ
ス
ト
ン
」
発
祥
の
地
で
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
午
前

中
は
石
橋
美
術
館
を
訪
問
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
も
ブ
リ

ジ
ス
ト
ン
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、久
留
米
は「
タ
イ
ヤ
」

の
街
だ
と
思
い
ま
す
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

お
昼
ご
飯
に
「
龍
の
家
」
と
い
う
久
留
米
大
生
お

す
す
め
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
と
っ

て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
な
の
で
、
久
留
米
の
い
い
と

こ
ろ
は
ラ
ー
メ
ン
が
美
味
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
前
は
久
留
米

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
久
留
米

市
内
を
廻
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
と
え
ば
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
鳥
な
ど
の
食
べ
物
が

美
味
し
い
と
い
う
こ
と
、
久
留
米
絣
の
歴
史
や
作
り
方
の

工
程
、
高
良
大
社
が
あ
る
高
良
山
を
は
じ
め
と
し
た
自
然

が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
中
国
地
方
と
九
州
地
方
で
と
て
も
離
れ
た
地
域

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
学
生
同
士
で
交
流
で
き

た
こ
と
で
と
て
も
い
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
回
の
よ
う
な
地
域
交
流
を
通
し
て
で
な
い
と
、
岡
山

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
と
し
た
学
生
と
関
わ

る
こ
と
は
滅
多
に
出
来
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る

種
の
異
文
化
交
流
が
で
き
、
と
て
も
刺
激
の
あ
る
お
話
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
久
留
米

の
良
い
と
こ
ろ
を
岡
山
の
学
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。 

 

（
文
責
・
澤
岻

夏
海 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
年
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
阪
野

春
香
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
阪
野

春
香
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

 

―

畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
田
舎
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

福
岡
に
来
る
の
は
は
じ
め
て
で「
久
留
米
」と
い
う
名
前
、

町
を
今
回
、
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

高
良
山
の
階
段
を
上
が
っ
た
展
望
台
み
た
い
な

所
か
ら
町
を
見
た
の
で
す
が
、
畑
ば
か
り
で
「
田
舎
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
意
外
と
家
が
多
く
あ

る
な
と
思
い
ま
し
た
。
階
段
は
、
少
し
き
つ
か
っ
た
で
す

が
、
景
色
が
綺
麗
で
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
口
を
揃
え
て
「
食
」
が
美
味
し
い
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
通
り
に
ラ
ー
メ
ン
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
私
は
、
ラ
ー
メ
ン
が
苦
手
な
の
で
す
が
、
久
留
米

の
ラ
ー
メ
ン
は
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岡
山
の
ラ
ー
メ
ン
よ
り
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

は
じ
め
て
久
留
米
絣
を
見
た
の
で
す
が
、
細
か
い
作
業

で
、
手
間
暇
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
職
人

技
で
す
ご
か
っ
た
で
す
。
昔
か
ら
の
伝
統
を
感
じ
、
機
械

じ
ゃ
だ
せ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
く
る

め
ん
べ
い
を
試
食
し
て
美
味
し
か
っ
た
の
で
、
お
土
産
と

し
て
買
い
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

ラ
ー
メ
ン
美
味
し
い
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

食
べ
物
が
お
い
し
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
然
が
豊
か
で
、
空
気
も
綺
麗
な
所
だ
と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
の
い
ろ
ん
な
所
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
柿
狩
り
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
明
日
の
柿
狩

り
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
明
日
も
一
日
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

阪
野
さ
ん
は
、
人
見
知
り
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

一
生
懸
命
言
葉
を
考
え
て
今
日
の
感
想
、
久
留
米
の
印
象

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
苦
手
だ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
久
留

米
に
き
て
食
べ
て
「
苦
手
を
克
服
で
き
た
、
美
味
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 
(

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
四
回
生 

                             
  

久
貝 

理
奈
）
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6 
 

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
佐
藤

ほ
の
か
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
佐
藤
ほ
の
か
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

          

 

―

松
田
聖
子
と
神
田
沙
也
加
の
出
身
地
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
は
久
留
米
は
少
し
田
舎
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
空
気
が

良
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は
、
久
留
米
に
行
く
前

に
先
生
達
か
ら
ラ
ー
メ
ン
の
話
は
き
い
て
い
た
の
で
、
ラ

ー
メ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
。

 

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い

た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
に
来
る
前
は
、
久
留
米
の
人
た
ち
は
方
言

が
す
ご
く
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
ま

で
方
言
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
ラ

ー
メ
ン
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
食
べ
た
ラ
ー
メ

ン
の
中
で
も
上
位
に
入
る
美
味
し
さ
で
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

や
は
り
、「
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
。
あ
と
は
「
高
良

大
社
」
で
す
。
高
良
大
社
の
か
ら
見
た
景
色
に
は
感
動
し

ま
し
た
の
で
、
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

や
は
り
ご
飯
が
美
味
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
美
味
し
い
も
の
を
毎
日
食
べ
ら
れ
て
羨
ま
し
い
で
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
に
は
初
め
て
来
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、
久
留
米
は
久
留
米
絣
や
高
良
大
社
な

ど
歴
史
的
に
も
深
い
街
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
は
研
修

で
来
た
の
で
ゆ
っ
く
り
は
出
来
な
か
っ
た
で
す
が
、
今
度

は
是
非
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

 

今
回
佐
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
久
留
米
を
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
久
留
米
は

や
は
り
「
ラ
ー
メ
ン
」
が
美
味
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

今
回
の
研
修
で
、
久
留
米
絣
や
、
高
良
大
社
を
見
て
、
歴

史
や
伝
統
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
れ
た
と
い
う
声

が
聞
け
ま
し
た
の
で
、久
留
米
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、

歴
史
的
な
面
を
も
っ
と
出
し
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま

し
た
。 

 

（
文
責
・
田
中
し
お
り 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
） 
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7 
 

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
杉
谷

茉
耶
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
杉
谷

茉
耶
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

 

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
っ
た

印
象
が
強
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
藤
井
フ
ミ
ヤ
さ
ん
や
松

田
聖
子
さ
ん
な
ど
昔
の
ア
イ
ド
ル
の
出
身
地
で
、
芸
能
人

が
結
構
輩
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

坂
本
繁
二
郎
さ
ん
や
青
木
繁
の
建
造
物
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
古
き
良
き
時
代
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
て
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
る
の
も
重
要
で
す
が
昔
の
も
の
を
保
存
し
て
お
く
こ

と
も
ま
た
、
重
要
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

「
ゆ
っ
た
り
」
で
す
。
町
並
み
や
人
も
ゆ
っ
た
り

し
て
い
て
の
ど
か
だ
と
思
い
ま
す
。あ
と
は「
ラ
ー
メ
ン
」

で
す
。お
昼
に
食
べ
た
ラ
ー
メ
ン
が
美
味
し
か
っ
た
の
と
、

ラ
ー
メ
ン
発
祥
の
地
だ
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
お
土
産
も

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
可
愛
い
ラ
ー
メ
ン
を
買
い
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
絣
や
、
先
ほ
ど
話
し
た
坂
本
繁
二
郎
の
旧

居
住
地
に
な
ど
の
昔
の
伝
統
が
残
っ
て
い
て
、
し
っ
か
り

と
保
存
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
は
大
切
な
の
で
ず
っ
と
受
け
継
が

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
に
対
し
て
全
く
知
識
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
久
留
米
の
良
い
と
こ
ろ

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は
小
さ
な
教

室
で
授
業
を
し
て
い
る
の
で
、
久
留
米
大
学
に
き
て
教
室

が
き
れ
い
で
驚
き
ま
し
た
。
大
学
の
雰
囲
気
を
少
し
で
も

味
わ
え
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
ま
で
、
美
術
系
の
学
生
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
無
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
お

話
し
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
、
石

橋
美
術
館
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
、
感
性
が
豊
か

で
羨
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
品
に
対
し
て
も

観
点
が
深
く
て
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

（
文
責
・
澤
岻

夏
海 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
年
生
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
高
山

遥
奈
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
高
山

遥
奈
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
１
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
の
こ
と
は
こ
の
研
修
で
知
っ
た
の
で
す

が
、
久
留
米
っ
て
名
前
が
可
愛
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
な

の
で
、
久
留
米
に
来
る
ま
で
は
こ
れ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
ば
な
か
っ
た
の
で
す
が
、実
際
に
今
日
来
て
み
て
、

高
良
山
み
た
い
な
自
然
も
あ
り
つ
つ
、
建
物
も
あ
っ
て
、

自
然
と
都
会
が
隣
り
合

わ
せ
で
、
い
い
街
だ
と

思
い
ま
し
た
。

 

Q

今
日
、
久
留
米
市

内
を
見
学
し
て
、
何
か

気
づ
い
た
こ
と
や
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

高
良
大
社
に
行
っ
た
際
に
展
望
台
か
ら
久
留
米

の
街
を
見
た
の
で
す
が
、
意
外
と
高
さ
が
あ
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
龍
の
屋
で
食
べ
た
ラ
ー
メ
ン
が
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

「
濃
い
」
で
す
。
私
が
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
ん

だ
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
一
つ
目
は
、
お
昼
に

食
べ
た
龍
の
家
の
ラ
ー
メ
ン
の
味
が
濃
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
岡
山
の
ラ
ー
メ
ン
の
味
と
違
っ
て
ト
ン
コ
ツ
が

濃
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
二
つ
目
は
、
久
留
米
に
は

き
れ
い
な
自
然
や
古
い
歴
史
や
文
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
て
濃
い
街
だ
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
つ
け

ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
と
い
う
地
名
に
と
て
も
な
じ
ん
で
い
て

い
い
ね
と
思
い
ま
し
た
。
久
留
米
は
、
新
し
い
も
の
も
取

り
入
れ
て
い
る
一
方
で
高
良
大
社
を
は
じ
め
と
す
る
神
社

な
ど
の
古
い
も
の
も
残
し
て
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も

い
い
街
で
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

今
日
一
日
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
都
会
過

ぎ
ず
、
少
し
田
舎
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
親
近
感
が
わ
い
て
落

ち
着
き
ま
し
た
。
ま
た
、
久
留
米
絣
の
資
料
館
が
面
白
か

っ
た
で
す
。
藍
染
め
の
工
程
や
実
際
に
織
機
を
目
の
前
で

見
る
こ
と
が
で
き
て
、い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
見
て
回
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
回
、
高
山
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
何
度
も
自

然
と
都
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
言
葉
が
出
て
、
改

め
て
久
留
米
は
住
み
や
す
い
街
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
、
久
留
米
の
都
市
部
は
新
し
く
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
建
設

す
る
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ま

た
新
し
い
久
留
米
を
見
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。 

（
文
責
・
田
中
未
紀
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～

田
中

梨
菜
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た

田
中

梨
菜
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

 

 

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

 

―

最
初
は
全
然
知
ら
な
く
て
地
名
の
漢
字
も
読
め

な
か
っ
た
。
学
校
で
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
、
そ
の
時
に

も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ラ
ー
メ
ン
が
有
名
っ
て
イ
メ

ー
ジ
を
も
っ
た
。

  

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

都
会
よ
り
に
感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
ラ
ー
メ
ン
の

印
象
が
強
い
。
久
留
米
出
身
の
有
名
人
の
名
前
は
知
っ
て

い
た
け
ど
、
出
身
地
が
久
留
米
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
有

名
人
、
有
名
企
業
を
輩
出
し
て
い
る
と
気
づ
い
た
。

  

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

ラ
ー
メ
ン
で
す
！
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
は
昼
に
初
め
て

食
べ
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

気
候
が
あ
っ
た
か
く
、
自
然
が
溢
れ
て
い
て
、
人
が

温
か
い
。
自
分
の
と
こ
ろ
と
違
い
、
笑
い
が
溢
れ
て
い
て

愛
想
が
い
い
。
自
分
の
と
こ
は
不
愛
想
な
人
が
多
い
と
感

じ
た
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

も
っ
と
、
ゆ
っ
く
り
久
留
米
の
街
を
見
た
か
っ
た
。

次
は
、
個
人
的
に
来
た
い
と
思
っ
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

み
ん
な
の
印
象
が
一
日
し
か
無
か
っ
た
た
め
か
、
偏
っ
て

い
た
。
あ
と
は
全
体
的
に
良
い
印
象
ば
か
り
だ
っ
た
。
明

日
に
は
、ま
た
印
象
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

 

（
文
責
・

久
留
米
大
学
文
学
部

情
報
社
会
学

回
生

郜

飞
涛

国
際
文
化
学
科

回
生

大
石

斉
寛
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
谷
川

綾
穂
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
谷
川
さ
ん
（
中
国
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
七
年
十
月
二
十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

正
直
、「
久
留
米
市
」
と
い
う
地
名
は
聞
い
た
こ

と
が
な
か
っ
た
で
す
。
久
留
米
、
と
い
う
よ
り
福
岡
＝
博

多
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
な
ん
と
な
く
ラ
ー

メ
ン
や
、
餃
子
な
ど
福
岡
で
有
名
な
食
べ
物
中
心
の
イ
メ

ー
ジ
を
私
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。

      

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

ま
ず
、
久
留
米
市
は
全
体
的
に
の
ど
か
な
印

象
を
受
け
た
こ
と
で
す
。

次
に
、
人
柄
が
み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
り
、
優
し

か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
自
分
が
い
る
岡
山
県
と
比
べ

道
が
大
き
く
整
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

  

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

私
の
思
う
久
留
米
市
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
ラ
ー
メ
ン
」
と
「
久
留
米
絣
」
で
す
。

ま
ず
、
ラ
ー
メ
ン
は
「
龍
の
家
」
で
お
い
し
い
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
久
留
米
絣
に
関
し
て

は
、
機
織
り
物
の
理
解
は
あ
る
程
度
あ
り
ま
し
た
が
、
久

留
米
の
「
絣
」
に
関
す
る
知
識
は
な
く
、
そ
の
製
造
方
法

や
歴
史
に
触
れ
、
大
き
な
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

先
ほ
ど
も
言
っ
た
通
り
、
町
が
の
ど
か
で
人
柄
が

よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
店
員
や
駅
員
な
ど
関
わ
っ
た

人
た
ち
が
み
な
に
こ
や
か
で
あ
る
、
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
他
に
も
、
以
前
訪
れ
た
東
京
や
名
古
屋
、
大
阪

な
ど
の
都
会
と
比
べ
、
人
口
が
少
な
い
分
駅
構
内
が
と
て

も
広
く
感
じ
て
快
適
で
し
た
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

本
日
は
朝
か
ら
出
て
き
て
い
る
の
も
あ
っ
て
か
、

皆
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
も
の
を
あ
ま

り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
も
っ
と
し
っ
か
り
久
留
米
の

こ
と
を
知
る
た
め
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

初
め
て
久
留
米
市
を
訪
れ
た
方
に
こ
れ
だ
け
の
印
象

と
思
い
出
を
作
れ
た
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
な
く
、
皆
さ
ん
全
員
に
「
ほ
と
め
き
」
の
街
・
久
留

米
を
も
っ
と
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
良
い
な
、
思
い

ま
す
。 

 

（
文
責
・
馬
渡 

祐
弥 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
横
田
美
帆
さ
ん
の
場
合
～

 

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
横
田
美
帆
さ
ん
（
中
国
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校

年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日

実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
に
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
岡
の

博
多
駅
に
は
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
久
留
米
に
対
し
て
、

印

象
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。地
名
だ
け
聞
い
た
こ

と
あ
り
ま
す
が
、
久

留
米
は
福
岡
と
似
て

い
る
感
じ
か
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。高
い
ビ

ル
と
か
、
人
が
多
く
て
、
に

ぎ
や
か
な
ま
ち
だ
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た
こ

と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

今
日
の
見
学
は
短
か
っ
た
の
で
、
印
象
は
薄
い
の
で

す
が
…
ま
ず
は
久
留
米
の
ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
い
。
そ
し
て
、

高
良
大
社
の
景
色
が
い
い
で
す
。
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
も
す

ご
く
い
い
で
す
。
美
術
館
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
絵
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
隣
の
坂
本
繁
二
郎
の
ア
ト
リ
エ
を
見

ま
し
た
。
画
家
の
家
は
そ
ん
な
感
じ
で
す
が
、
バ
ラ
も
い
っ

ぱ
い
咲
い
て
、
結
構
き
れ
い
で
し
た
。
時
間
は
ち
ょ
っ
と
短

か
っ
た
気
も
し
ま
す
。
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

―

キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
…
、
久
留
米
は

親
近
感
の
あ
る
伝
統
的
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
も

お
い
し
い
、
景
色
も
き
れ
い
。
落
ち
着
く
…
、
岡
山
と
同
じ

平
和
な
感
じ
で
す
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思
う

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
は
初
め
て
だ
か
ら
、
そ
し
て
今
日
の
見
学
も
ち

ょ
っ
と
短
い
の
で
、
ラ
ー
メ
ン
と
伝
統
文
化
の
こ
と
し
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
個
人
的
に
は
人
が
多
い
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
好

き
で
は
な
い
か
ら
、
久
留
米
の
よ
う
な
静
か
な
ま
ち
は
結
構

好
き
で
す
。
美
味
し
い
食
べ
物
も
あ
り
ま
す
し
、
い
い
景
色

い
い
で
す
。
そ
し
て
、
久
留
米
絣
と
そ
れ
を
作
る
技
法
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
。
久
留
米
絣
は
昔
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
な

と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

一
言
で
言
う
な
ら
、
楽
し
か
っ
た
で
す

。
久
留
米

絣
資
料
館
で
見
学
す
る
と
き
に
、
二
人
、
機
織
り
体
験
を
し

た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
す

ご
く
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
羨
ま
し
か
っ
た

で
す
。
手
で
作
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
。
そ
し
て
石
橋
文
化

セ
ン
タ
ー
の
美
術
館
の
美
術
品
も
好
き
な
の
で
、
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
ま
だ
見
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
、

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
明
日
の
見
学
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
横
田
美
帆
さ
ん
の
目
に

映
る
久
留
米
の
印
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
備
知

識
が
な
い
状
態
で
久
留
米
に
来
ら
れ
、
今
日
の
見
学
で
石
橋

文
化
セ
ン
タ
ー
、
高
良
大
社
、
久
留
米
絣
資
料
館
な
ど
の
久

留
米
代
表
的
な
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
に
よ
り
久
留
米
の
魅
力

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
次
回
私
た
ち
は
岡
山
に
行
く
と
き

に
も
き
ち
ん
と
見
学
し
て
、
岡
山
の
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責 

・
盛
立
・
久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
3
回
生 

杜
敬
鳴
・
久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
4
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
小
笠
原

葵
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
小
笠
原
さ
ん
（
中
国
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
二
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三

日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

九
州
で
一
番
自
然
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
。
来
た
こ
と

は
な
く
、
あ
ま
り
深
く
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

歴
史
の
あ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
石

橋
文
化
セ
ン
タ
ー
や
高
良
山
、
久
留
米
絣
資
料
館
な
ど
久

留
米
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
良
山
の

上
ま
で
行
く
階
段
が
き
つ
か
っ
た
で
す
。
油
断
す
る
と
落

ち
そ
う
で
し
た
。
そ
の
き
つ
い
階
段
を
登
る
と
、
久
留
米

の
街
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
綺
麗
で
そ
の
景

色
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
昼
食
で
食
べ
た
ラ
ー
メ
ン

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
家
族
に

お
土
産
と
し
て
買
い
ま
し
た
。他
に
も
、試
食
で
食
べ
た
、

く
る
め
ん
べ
い
が
お
い
し
か
っ
た
の
で
買
い
ま
し
た
。
は

じ
め
に
み
な
さ
ん
が
お
し
ゃ
っ
て
い
た
久
留
米
の
印
象
と

合
っ
て
い
て
、
食
と
自
然
、
歴
史
が
あ
る
街
だ
と
思
い
ま

し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

ラ
ー
メ
ン
最
高
、お
み
や
げ
、自
然
が
い
っ
ぱ
い
、

歴
史
が
あ
る
、
な
ど
で
す
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

景
色
が
よ
く
て
、
空
気
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

自
然
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
食
べ
物
も
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

は
じ
め
て
来
た
の
で
す
が
、
今
日
一
日
で
様
々
な

経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
明
日
も
、
柿
狩
り
や
久

留
米
絣
の
工
場
見
学
、
紅
乙
女
酒
造
見
学
な
ど
様
々
な
体

験
が
で
き
る
と
思
う
の
で
楽
し
み
で
す
。
後
一
日
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
年
、
成
人
を
迎
え
る
小
笠
原
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と

天
然
で
、
一
生
懸
命
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
家
族
に
お
土
産
を
買
っ
た
話
を
し
て
い
る

時
が
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
し
た
。
今
日
一
日
、
食
や

歴
史
、
自
然
と
久
留
米
の
い
い
と
こ
ろ
を
堪
能
で
き

た
よ
う
で
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
明
日
も
、

柿
狩
り
や
、
久
留
米
絣
工
場
見
学
、
酒
造
見
学
な
ど

久
留
米
の
よ
さ
を
知
り
、
ま
た
久
留
米
に
い
き
た
い

な
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
久
留
米
大
学

文
学
部
情
報
社
会
学
科

四
回
生

久
貝
理
奈
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
水
田

智
美
さ
ん
の
場
合
～

 

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
水
田
智
美
さ
ん
（
中
国

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
２
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
決
ま
る

前
か
ら
久
留
米
と
い

う
名
前
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

正

直
ど
ん
な
街
な
の
か
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
で
博
多
に
は
来
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

久
留
米
は
今
回
が
初
め
て
な
の
で
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し

て
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

お
も
て
な
し
の
精
神
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。今
日
一
日
た
く
さ
ん
の
場
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
温
か
く
「
よ
う
こ
そ
」
と
い
う
言
葉
と

と
も
に
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
高
良
大
社
に
行
っ
た
際
に
、
鳥
居
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
ゾ
ウ
の
形
を
し
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
鳥
居

は
初
め
て
見
た
の
で
、
珍
し
い
と
思
い
、
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

ま
ず
一
つ
目
は
「
と
ん
こ
つ
」
で
す
。
こ
れ
は
龍

の
家
で
食
べ
た
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

久
留
米
の
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
は
岡
山
の
も
の
よ
り
濃
く

感
じ
ま
し
た
。
二
つ
目
は
「
絣
織
物
」
で
す
。
私
た
ち
の

学
校
で
も
染
物
は
し
ま
す
が
、
久
留
米
絣
の
よ
う
な
伝
統

的
な
も
の
は
初
め
て
見
た
の
で
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

 

Q

他
の
地
域

と
比
べ
て
、
久
留

米
が
「
い
い
ね
」

と
思
う
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

本
当
に
自
然
が
多
く
、
景
色
が
き
れ
い
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
今
日
見
て
い
て
も
た
く
さ
ん
の
絶
景
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
通
り
、
久
留
米
は
温

か
い
人
が
と
て
も
多
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
街
は
滅
多
に
な

い
と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

今
日
一
日
、
多
く
の
こ
と
が
学
べ
て
、
い
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
久
留
米
絣
の
糸
の
し
く
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
が
一
番
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
も
生
か
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

今
回
、
水
田
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
高
良
大
社

の
鳥
居
が
ゾ
ウ
の
形
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
と
き
は
驚
き

ま
し
た
。
私
も
一
年
生
の
頃
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
高
良

大
社
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
鳥
居
の
形
ま
で
目
を
配
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機
に
、
私
も
高

良
大
社
を
訪
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
観
察
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

（
文
責
・
田
中
未
紀
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
茎
田

聖
人
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
茎
田

聖
人
さ
ん
（
中
国

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
三
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

前
日
に
と
ん
ね
る
ず
の

を
み
て
初
め
て
久
留

米
を
知
り
ま
し
た
（
笑
）、
そ
れ
で
ラ
ー
メ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。私
は
ラ
ー
メ
ン
好
き
で
よ
く
食
べ
ま
す
、

だ
か
ら
今
回
久
留
米
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で

す
！

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

都
会
具
合
は
岡
山
と
一
緒
く
ら
い
で
、
自
然
も

あ
っ
て
よ
い
で
す
ね
。
高
良
大
社
か
ら
の
景
色
が
す

ご
く
良
く
て
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
夜
に
来
た

ら
も
っ
と
綺
麗
だ
と
思
う
の
で

、
夜
に
も
来
て
み
た
い

で
す
ね
。

久
留
米
市
内
を
周
っ
て
い
て
思
っ
た
こ
と
は
、
マ
ッ
ク

の
色
が
岡
山
の
マ
ッ
ク
と
違
っ
て
黄
色
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
！
岡
山
は
赤
色
が
多
い
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な

街
の
違
い
も
あ
る
の
で
面
白
い
で
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

①
ラ
ー
メ
ン
②
景
色
が
良
い
③
自
然
④
歴
史
が

あ
る
（
久
留
米
絣
・
ラ
ー
メ
ン
）

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

自
然
！
景
色
が
良
く
て
い
い
で
す
。
そ
し
て
、
久

留
米
絣
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
歴
史
も
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い
で

す
。

 

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

朝
は

時
起
き
で
大
変
で
し
た
が
、
高
良
大
社
か

ら
の
良
い
眺
め
と
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
元
気
が

も
ら
え
ま
し
た
！

ま
た
、
久
留
米
の
歴
史
あ
る
久
留
米
絣
を
見
に
行
き
、

初
め
て
知
る
文
化
に
触
れ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。、久
留

米
大
学
の
方
と
も
方
言
の
違
い
な
ど
を
話
し
楽
し
か
っ
た

で
す
。
明
日
の
工
房
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
久
留
米
と
岡
山
の
街
の
こ

と
、
お
互
い
の
学
校
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
、
久
留

米
の
良
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
岡

山
に
興
味
が
深
ま
り
次
の
岡
山
研
修
が
と
て
も
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。 

（
文
章
・
本
多 

明
季
子
・
久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
４
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
三
宅

康
太
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
三
宅
康
太
さ
ん
（
中
国

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
二
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
ム
ー
ン

ス
タ
ー
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

 

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？ 

―

観
光
地
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ビ

ル
が
多
い
で
す
ね
。
大
き
い
建
物
が
た
く
さ
ん
。
お

昼
に
食
べ
た
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
も
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
で
す
。

  

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

気
温
が
暑
い
。
寺
。
山
。
筑
後
川
。
こ
の
四
つ
で
す

ね
。
久
留
米
は
岡
山
に
比
べ
て
、
少
し
暑
い
で
す
ね
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
の
人
は
と
て
も
優
し
い
で
す
。
僕
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
る
お
も
て
な
し
も
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
話
す
と
き
の
「
な
ま
り
」
を
感
じ

ま
し
た
。
岡
山
と
比
べ
て
、「
な
ま
り
」
が
強
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。
僕
は
博
多
弁
に
興
味
が
あ
る
の
で
、

本
物
の
博
多
弁
を
た
く
さ
ん
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
田
舎
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
た
だ
の
田
舎
と
い
う
よ
り
、
田
舎
の
中
で
も
都

会
よ
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
然
が
た
く
さ
ん
で
、

食
べ
物
も
美
味
し
く
て
、
文
化
も
豊
富
で
素
敵
な
町

だ
と
思
い
ま
し
た
。
明
日
も
楽
し
み
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

久
留
米
は
都
会
よ
り
の
田
舎
だ
、
と
聞
い
て
他
県
の
方

か
ら
見
て
も
住
み
や
す
い
町
で
あ
る
の
か
な
、
と
思
い
ま

し
た
。
岡
山
よ
り
も
気
温
が
高
い
こ
と
や
、
な
ま
り
の
違

い
な
ど
、
岡
山
と
久
留
米
の
違
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
違
い
を
探
し
、
岡
山
と

久
留
米
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
発
見
し
て
理
解
を
深
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 （
文
責
・
吉
居

千
秋
・
） 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
須
波

萌
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
須
波
萌
さ
ん
（
中
国
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
二
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三

日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―最
初
は
、
久
留
米
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
久
留

米
の
こ
と
を
知
っ
て
る
先
輩
に
聞
い
た
ら
、
ム
ー
ン
ス
タ

ー
の
あ
る
所
だ
と
き
い
た
の
で
ム
ー
ン
ス
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
憧
れ
て
い
る
女
性

が
福
岡
の
人
で
、
そ
の
人
が

に
投
稿
す
る
写
真

や
情
報
を
よ
く
見
て
い
た
の
で
、
福
岡
に
は
い
つ
か

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

 Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

岡
山
と
比
べ
て
田
舎
す
ぎ
る
わ
け
で
も
な
く
、
都

会
す
ぎ
る
わ
け
で
も
な
く
、
町
の
雰
囲
気
が
似
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
他
に
は
、
一
つ
一
つ
の
建
物
が
大
き
く
て

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
建
築
物
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
の
校
舎
も
と
て
も
綺
麗
で
感
動
し
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や
、
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
、
ム
ー
ン

ス
タ
ー
の
三
つ
で
す
ね
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
は
交
通
量
が
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
岡
山

だ
と
交
通
量
が
多
く
て
、よ
く
車
が
混
み
ま
す
。あ
と
は
、

高
良
大
社
に
行
く
途
中
に
思
っ
た
の
で
す
が
、
山
道
が
き

ち
ん
と
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
で
は
山
道
は
そ
の
ま

ま
に
さ
れ
て
い
て
、
中
央
線
も
消
え
か
か
っ
て
い
た
り
し

ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

新
幹
線
に
乗
れ
ば
、
二
時
間
で
着
く
の
で
岡
山
と

福
岡
は
来
や
す
い
所
に
位
置
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

岡
山
か
ら
大
阪
は
電
車
だ
と
一
時
間
、
車
で
も
二
時
間
で

行
け
る
距
離
な
の
で
よ
く
大
阪
に
出
か
け
て
し
ま
う
の
で
、

反
対
に
あ
る
九
州
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
福
岡
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い

で
す
。
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し
自
由
時
間
も
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
今
度
は
自
分
た
ち
で
福
岡
に
来

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

久
留
米
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
、
久
留

米
の
知
名
度
の
低
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
ム
ー

ン
ス
タ
ー
は
知
っ
て
い
る
と
き
き
、
久
留
米
の
こ
と
を
広

め
る
き
っ
か
け
に
ム
ー
ン
ス
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。 

岡
山
と
久
留
米
の
違
い
を
、
岡
山
を
訪
ね
て
確
認
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
文
責
・
吉
居

千
秋
・
） 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
背
山 

知
生
さ
ん
の
場
合
～ 

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
背
山

知
生

せ
や
ま

と
も
き

さ
ん
（
中
国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
２
年
生
）

に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

ま
ず
、
福
岡
県
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、「
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
に

ぎ
や
か
で

都

会

か

な
？
」と
、

い
う
イ
メ

ー
ジ
で
し

た
。や

っ

ぱ
り
久
留

米
と
い
っ
て
も
福
岡
県
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
、
暴
力

団
と
か
怖
い
イ
メ
ー
ジ
も
少
し
あ
り
ま
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

午
前
中
、
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
や
、
高
良
山
へ
行

っ
て
、「
写
真
を
撮
り
た
く
な
る
よ
う
な
風
景
が
多
い
町
だ

な
。」
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
自
分
の
地
元
と
全
然
違
う
の
に
落
ち
着
く
と

感
じ
ま
し
た
。
何
を
見
て
落
ち
着
く
と
思
っ
た
か
と
い
う

と
、
雰
囲
気
と
街
並
み
、
き
れ
い
な
建
物
と
か
、
木
が
多

い
と
こ
ろ
で
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

久
留
米
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
歴
史
」
だ
と
思
い
ま

し
た
。

午
前
中
に
行
っ
た
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
で
坂
本
繁
二

郎
の
ア
ト
リ
エ
へ
行
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
中
に
昔
の
写
真

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
り
し
て
歴
史
を
感
じ
た
し
、
久

留
米
絣
と
か
昔
の
伝
統
も
残
っ
て
い
て
、
久
留
米
は
「
歴

史
の
町
」
と
、
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
し
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

住
み
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
が
「
い
い
ね
」
と
思
い

ま
す
。

町
が
き
れ
い
で
、
落
ち
着
く
し
、
人
も
や
さ
し
い
人
が

多
い
か
ら
そ
う
思
い
ま
し
た
。
久
留
米
と
い
う
町
は
い
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

久
留
米
と
い
う
町
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、今
日
一
日
、色
々
な
と
こ
ろ
を
周
っ
て
話
を
聞
く
と
、

歴
史
が
深
く
て
、
伝
統
を
大
事
に
し
て
い
る
町
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

 

久
留
米
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
方
に
「
久
留

米
の
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
、「
半
日
過
ご
し
て
感
じ
た
イ

メ
ー
ジ
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
と
て
も
貴
重

な
経
験
だ
と
思
う
。
普
段
暮
ら
し
て
い
る
と
、
感
じ
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
身
近
に
あ
る
」
久
留
米
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
他
の
地
方
の
人
た
ち
と
関

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
知
る
こ
と

に
役
立
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

（
文
責
・
長
友

亮
太

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
３
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
種
草

結
花
さ
ん
の
場
合
～

岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
岸
田

心
里
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
種
草

結
花
さ
ん
（
中

国
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
２
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二

十
三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

「
久
留
米
」と
い
う
地
名
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
土
地
な
の
か
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
博
多
の
お

ま
け
。」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
も
と
も
と
、
伝
統
工

芸
や
歴
史
に
少
し
興
味
が
あ
っ
た
た
め
久
留
米
絣
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
と
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
。
で
も
、
そ

の
二
つ
く
ら
い
し
か
久
留
米
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ

い
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
市
は
岡
山
と
違
い
町
に
文
化
的
な
物
が

残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
岡
山
県
に
は
岡
山
城
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
周
り
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
駅

前
に
は
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
が
あ
り
、
文
化
的
な
一
面
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
久
留
米
の
街
並
み
に
自
然
と

溶
け
込
ん
で
い
る
文
化
的
な
も
の
が
す
ぐ
目
に
は
い
り
ま

し
た
。

 
Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

「
住
み
や
す
そ
う
。
住
ん
で
み
た
い
。」
と
い
キ

ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
ま
し
た
。
街
全
体
が
落
ち
着
い
た
印

象
が
持
て
る
し
、
駅
周
辺
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
利
便

性
が
良
さ
そ
う
。
街
か
ら
一
歩
離
れ
る
と
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
自
と
触
れ
合
う
事
が
で
き
る
の
で

そ
う
思
い
ま
し
た
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

食
べ
物
が
と
て
も
「
い
い
ね
」
と
感
じ
ま
し
た
。

久
留
米
は
食
べ
物
が
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。
岡
山
県
は

果
物
な
ど
豊
富
な
の
で
す
が
、「
料
理
」
と
し
て
考
え
る
と

久
留
米
の
グ
ル
メ
は
と
て
も
美
味
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

ま
ず
、
久
留
米
絣
の
機
織
り
体
験
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
私
は
「
ジ
ー
ン
ズ
ソ
ム
リ
エ
」
と
い
う
資
格
を
持

っ
て
お
り
、
工
芸
品
に
対
し
て
た
い
へ
ん
興
味
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
今
日
こ
う
や
っ
て
実
際
に
機
織
り
体
験
が

で
き
た
事
で
日
本
人
の
「
手
仕
事
」
と
い
う
大
切
な
部
分

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

さ
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
で
す
。
ジ

ー
ン
ズ
と
久
留
米
絣
の
話
に
な
っ
た
途
端
、
と
て
も
目
を

輝
か
せ
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
名
に
も
あ
る
「
地
域
の
学
び
直
し
」
と
い
う
点
に

お
い
て
、
こ
う
い
う
方
々
を
日
本
は
も
っ
と
大
事
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

（
文
責
・
梅
野
理
子
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
３
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
重

知
可
子
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
岸
田
心
里
さ
ん
（
中
国

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
二
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

バ
イ
ト
の
後
輩
が
久
留
米
出
身
だ
っ
た
の
で
、
久

留
米
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
る
の
は
初
め

て
で
し
た
。
後
輩
か
ら
お
土
産
で
も
ら
っ
た
お
土
産
が
久

留
米
ラ
ー
メ
ン
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ラ
ー
メ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
し
た
。

 

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

久
留
米
絣
の
横
糸
と
縦
糸
の
緻
密
さ
が
繊
細
で

美
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
は
、
龍
の
家
で
食
べ
た
ラ
ー
メ

ン
と
明
太
子
と
ろ
ろ
と
プ
リ
ン
が
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
あ
と
、
久
留
米
大
学
生
が
し
お
り
な
ど
を
作
っ
て

く
れ
て
心
遣
い
が
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

藍
染
、機
織
り
、や
き
と
り
、お
も
て
な
し
で
す
ね
。

食
や
服
関
係
を
表
す
言
葉
が
多
い
で
す
。

ゆ
る
き
ゃ
ら

の
く
る
っ
ぱ
は
横
か
ら
見
た
姿
が
シ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

 

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
は
都
会
都
会
し
て
い
な
い
の
で
、
過
ご
し

や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
高
良
神
社
な

ど
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
も
あ
り
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え

た
気
が
し
ま
し
た
。
風
景
も
よ
く
、
岡
山
に
似
て
い
る
の

で
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。

 

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

一
日
を
通
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
な
り
ま

し
た
。
久
留
米
大
学
生
と
、
久
留
米
と
岡
山
の
情
報
を
交

換
し
合
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
久
留
米
に
い
ろ
ん
な
場
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
て
久
留
米
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

岸
田
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
、
ま
ず
久
留
米

と
い
う
地
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
お
土
産
の
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
と
の

こ
と
で
思
い
が
け
な
い
も
の
で
久
留
米
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
を
通
し
て
、
久
留

米
の
お
い
し
い
食
べ
物
、
名
所
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
え
、

ま
た
満
足
し
て
も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
他
県
の

方
か
ら
久
留
米
を
ほ
め
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
久
留
米
を

再
度
い
い
街
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
最
中
ゆ
る
き
ゃ
ら
に
つ
い
て
の
話
が
盛
り
上
が
り
、

岡
山
ゆ
る
き
ゃ
ら
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
お

互
い
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
場
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。 

（
文
責
・
和
泉

利
枝
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
四
回
生
）
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岡
山
か
ら
見
た
久
留
米
の
印
象

～
藤
原

彩
さ
ん
の
場
合
～

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
重
知
可
子
さ
ん
（
中
国
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
社
会
人
速
成
科
）
に
、
久
留
米
の
印
象

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月

二
三
日
実
施
） 

           

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―

正
直
に
言
う
と
、
久
留
米
は
田
舎
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

  

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い

た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

ラ
ー
メ
ン
が
す
ご
く
食
べ
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
は
ラ
ー
メ
ン
が
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
久
留
米
で

食
べ
た
ラ
ー
メ
ン
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
は
、
久

留
米
絣
の
作
る
工
程
を
み
て
、
あ
ん
な
に
手
間
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

  

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

「
大
き
い
」
で
す
。
移
動
中
の
バ
ス
の
中
で
筑
後

川
を
見
て
、
す
ご
く
大
き
な
川
で
印
象
的
で
し
た
。
久
留

米
大
学
の
校
舎
も
す
ご
く
広
い
の
で
、
私
の
中
で
の
久
留

米
の
印
象
は
「
大
き
い
」
で
す
。

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

す
ご
く
住
み
や
す
そ
う
な
所
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
。
九
州
新
幹
線
も
開
通
し
て
い
る
の
で
、
旅
行
に
も

行
き
や
す
い
し
、
何
よ
り
食
べ
物
が
美
味
し
い
の
で
良
い

と
思
い
ま
し
た
。

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

苦
手
だ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
久

留
米
大
学
生
の
人
た
ち
が
優
し
い
人
達
ば
か
り
で
楽
し
く

研
修
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

  

や
は
り
久
留
米
の
ラ
ー
メ
ン
は
美
味
し
い
と
い
う
声
が

聞
く
こ
と
が
で
き
、
久
留
米
の
ラ
ー
メ
ン
は
全
国
に
誇
れ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
際
に
重
さ
ん
が
「
久
留
米
は
岡
山
の

倉
敷
と
い
う
と
こ
ろ
に
似
て
い
る
と
聞
い
て
、
是
非
、
倉

敷
に
も
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

（
文
責
・
田
中
し
お
り 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
三
回
生
）

今
回
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
藤
原

彩
さ
ん
（
中
国
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デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
二
年
生
）
に
、
久
留
米
の
印
象
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十

三
日
実
施
）

Q 

久
留
米
に
来
る
前
、
こ
の
街
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

―久
留
米
は

な
ぜ
か
名

前
だ
け
は

知
っ
て
い

ま
し
た
。

多
分
や
く

ざ
関
係
の

ニ
ュ
ー
ス

か
な
に
か

で
名
前
を
知
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
久
留
米
は
暴
走
族

発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
を
聞
き
暴
走
族
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ

り
ま
す
。
九
州
、
博
多
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。

 

Q

今
日
、
久
留
米
市
内
を
見
学
し
て
、
何
か
気
づ
い
た

こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

―

道
が
広
い
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
暴
走
族

対
策
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
と
久
留
米
ラ
ー

メ
ン
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ゆ
る
き
ゃ
ら
の
く
る
っ
ぱ

に
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
横
か
ら
見
た
姿
が
シ
ュ
ー
ル
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
金
の
竹
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

 

Q

久
留
米
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

―

や
き
と
り
、
や
く
ざ
、
お
も
て
な
し
で
す
。
や
き
と

り
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

や
く
ざ
は
有
名
で
す
よ
ね
。

 

Q

他
の
地
域
と
比
べ
て
、
久
留
米
が
「
い
い
ね
」
と
思

う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

―

久
留
米
は
都
会
都
会
し
て
い
な
い
の
で
、
過
ご
し

や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
高
良
神
社
な

ど
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
も
あ
り
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え

た
気
が
し
ま
し
た
。
風
景
も
よ
く
、
岡
山
に
似
て
い
る
の

で
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。

 

Q

本
日
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―

一
日
を
通
し
て
久
留
米
の
食
べ
も
の
や
、
土
地
に

つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
初
め
て

の
場
所
で
し
た
が
、
久
留
米
の
人
が
み
ん
な
優
し
く
し
ゃ

べ
り
や
す
か
っ
た
の
で
好
印
象
で
す
。
し
お
り
な
ど
を
作

っ
て
く
れ
た
り
お
も
て
な
し
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

久
留
米
を
知
る
き
っ
か
け
が
、
や
く
ざ
関
係
だ
と
は
予

想
外
で
し
た
。
し
か
し
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
放
送
さ

れ
、
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
の
影
響
力
で
し
た
。
ゆ
る
き
ゃ

ら
の
話
題
に
な
っ
た
と
き
に
、
岡
山
の
ゆ
る
き
ゃ
ら
に
つ

い
て
話
し
て
く
だ
さ
り
、
ど
の
県
も
ゆ
る
き
ゃ
ら
に
力
を

入
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
特
性
が
出
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
岡
山
に
行
っ
た
際
は
会
え
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
楽
し
く
す
る
こ
と
が

で
き
、
互
い
に
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 

 

（
文
責
・
和
泉

利
枝
・ 

久
留
米
大
学
文
学
部
情
報
社
会
学
科
四
回
生
）
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平成 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業

岡山県をモデルとした中核的デニム・ジーンズクリエイター地域版学び直し教育プログラム開発と実証

事業報告書

平成 年 月

学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校
〒 岡山県岡山市北区船頭町

●本書の内容を無断で転記､掲載することは禁じます。

6-5_中国デザイン_事業報告書.indd   106 2016/02/24   20:56


